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北海道看護協会における継続教育の基本方針 

看護を取り巻く社会環境は、慢性疾患の増加、少子超高齢化の進行、在宅医療の推進、予防の重視など刻々と変

化し、看護を提供する場や役割も拡大、多様化している。このような社会情勢、医療環境の変化を踏まえ、看護職は保

健・医療・福祉の変化に柔軟に対応するために、自律した専門職として生涯にわたり自己研鑽とキャリア形成支援に努

める必要がある。 

日本看護協会では、2023 年に看護職の生涯にわたる学習活動を支えるために、看護職一人ひとりの生涯学習の羅

針盤となる「看護職の生涯学習ガイドライン」を策定した。 

北海道看護協会は、定款第 3 条に基づき、道民の健康と福祉の増進に貢献する看護職の生涯学習を支援するもの

である。 

１） 北海道の地域特性を踏まえ支部と協働すると共に、広域な北海道各地のあらゆる場で働く看護職に研修機会を 

提供し、継続教育の質の向上を図る。 

２） 日本看護協会「看護の将来ビジョン」の達成に向け、看護の質保証を目的として専門性・実践力の向上を図る。 

３） 各職能における必要な能力の指標（看護師のラダー等）と連動した継続教育を提供し、キャリア開発を支援する。 

４） 保健・医療・福祉のニーズに対応し、社会貢献できる能力の向上を図る。 

＜研修分類＞ 
北海道看護協会における継続教育研修は、研修の目的を踏まえた、次の 6つの分類として、提示しています。 

分  類 内  容 

Ⅰ 専門職としての活動の基盤となる研修 

①看護実践能力 

 ⅰ専門的・倫理的・法的な実践能力 

 ⅱ臨床実践能力 

 ⅲリーダーシップとマネジメント能力 

 ⅳ専門性の開発能力 

②助産実践能力 

③保健師の標準的なキャリアラダー 

Ⅱ 看護・医療政策に関する研修 ・診療報酬算定関連の研修 

・看護政策に関する研修 

Ⅲ 人材育成や教育支援を行う者を対象とした
研修 

Ⅳ 看護管理者を対象とした研修 

Ⅴ 資格認定教育 
・認定看護管理者教育課程 

・認定看護管理者教育課程公開講座・フォローアップ 

研修分類に基づく研修以外の研修 
○支部における研修 

○看護補助者向けの研修 

教   育   理   念 

基   本   方   針 
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＜研修分類Ⅲにおける段階＞ 
 「③看護師のラダーに対応する研修」のレベルは、下記表の「看護実践能力習熟段階」の段階設定(日本看護協会) 
に基づきます。 

レベル レベル毎の定義

新人 必要に応じ助言を得て実践する 

Ⅰ 標準的な実践を自立して行う 

Ⅱ 個別の状況に応じた判断と実践を行う 

Ⅲ 幅広い視野で予測的に判断し実践を行い、ロールモデルとなる 

Ⅳ より複雑な状況において創造的な実践を行い、組織や分野を超えて参画する 

自身の習熟段階に応じた研修を選択する際にご確認ください。 

■看護実践能力：「看護師のまなびサポートブック」（日本看護協会） 
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Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

道南南 107 0 2 40 51 77 38 0 315

道南北 20 1 5 13 5 15 7 0 66

小樽 62 0 0 21 12 11 10 0 116

後志 50 1 3 12 16 14 1 0 97

札幌第１ 319 0 0 99 75 126 92 0 711

札幌第２ 295 3 1 112 102 92 65 0 670

札幌第３ 451 1 4 134 120 144 66 4 924

札幌第４ 413 8 2 85 107 146 71 1 833

南空知 111 2 1 31 16 42 16 5 224

北空知 90 0 1 23 27 28 21 2 192

室蘭 91 1 5 33 17 32 12 1 192

苫小牧 91 4 4 24 13 33 17 0 186

日高 26 0 2 16 7 15 6 1 73

上川南 166 6 0 59 53 68 42 2 396

上川北 21 0 1 12 10 14 6 3 67

留萌 32 0 3 4 3 10 3 0 55

稚内 13 0 3 7 10 4 4 0 41

北網 34 0 7 20 12 19 12 0 104

遠紋 11 0 1 5 5 6 3 0 31

十勝 96 3 6 23 25 40 26 1 220

釧路 58 0 4 24 15 50 18 0 169

根室 29 0 1 6 6 18 8 0 68

その他（不明） 193 4 22 19 27 17 4 0 286

合計 2,779 34 78 822 734 1,021 548 20 6,036

その他（不明）は非会員のため支部の登録なし

協会担当研修における支部別受講状況

　　（単位：人）
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年
度
支
部
会
員
数

道南南支部 315 10.61 48 1.62 1 0.03 2,970

道南北支部 66 34.74 18 9.47 12 6.32 190

小樽支部 116 10.66 25 2.30 0 0.00 1,088

後志支部 97 24.43 26 6.55 0 0.00 397

札幌第１支部 711 19.36 31 0.84 12 0.33 3,673

札幌第２支部 670 15.71 43 1.01 26 0.61 4,264

札幌第３支部 924 16.74 71 1.29 25 0.45 5,521

札幌第４支部 833 17.32 67 1.39 36 0.75 4,810

南空知支部 224 20.16 85 7.65 0 0.00 1,111

北空知支部 192 14.87 57 4.42 4 0.31 1,291

室蘭支部 192 10.23 56 2.98 15 0.80 1,877

苫小牧支部 186 13.31 32 2.29 1 0.07 1,397

日高支部 73 25.52 30 10.49 25 8.74 286

上川南支部 396 10.99 50 1.39 40 1.11 3,604

上川北支部 67 13.09 9 1.76 0 0.00 512

留萌支部 55 22.09 26 10.44 0 0.00 249

稚内支部 41 10.82 8 2.11 1 0.26 379

北網支部 104 8.47 9 0.73 16 1.30 1,228

遠紋支部 31 10.16 12 3.93 0 0.00 305

十勝支部 220 10.59 34 1.64 2 0.10 2,078

釧路支部 169 9.31 29 1.60 27 1.49 1,816

根室支部 68 21.94 24 7.74 3 0.97 310

その他（不明） 286 0.00 94 0.00 20 0.00 0

合計 6,036 15.3% 884 2.2% 266 0.7% 39,356
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協会担当研修・支部担当研修・支部企画研修における支部別受講状況
※支部別受講率：支部別受講者数/支部会員数(%)
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Ⅰ北海道看護協会教育研修
１　開催内容、申込・受講状況 ※申込率：申込者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)　　　　※小数点以下四捨五入

申込者 申込率

受講者 受講率

①看護実践能力　ⅰ専門的・倫理的・法的な実践能力

1
ライブ
配信

07/18 1 200
142
----
136

71
----
68

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅳ
 ・倫理的実践能力を
高めたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

看護実践におけ
る倫理の重要性
を学ぶ。

・看護職における倫理について
考える
・倫理的判断の視点を考える

手島 恵
東京医療保健大学　東
が丘校

2 会場 06/03 1 80
97
----
91

121
----
114

・対象レベル：看Ⅱ
・摂食嚥下障害のあ
る高齢者の個別的な
看護を実践する力を
つけたい者
・保健師・助産師・看
護師

摂食・嚥下障害
のある高齢者の
看護をするうえで
必要な知識を学
び、看護実践(ア
セスメントと看護
介入)に活かす。

・摂食・嚥下障害のある高齢患
者のアセスメントとケア
・摂食・嚥下障害への多職種支
援
・摂食・嚥下障害のある高齢患
者のケアの実際（演習を含む）

田之上 恵子
医療法人渓仁会札幌
西円山病院
摂食・嚥下障害看護認
定看護師

3
ライブ
配信

06/18 1 100
108
----
104

108
----
104

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅲ
 ・慢性心不全患者の
生活療養に対し、予
測的判断をもち個別
的な支援を行う力を
つけたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

心不全患者を看
護する上で必要
な知識を学び、
病態に合った看
護の実践（アセス
メントと必要な看
護介入）に活か
す。

・【心疾患を知るための基本的
な知識】
・【慢性心不全患者の自己管理
支援の方法】
・【慢性心不全患者の療養支援
の実際】
・【事例検討】

土田 智也
砂川市立病院
慢性心不全看護認定
看護師

4
ライブ
配信

06/24 1 200
159
----
153

80
----
77

・対象レベル：看Ⅰ
・入退院支援・調整
に必要な基礎知識を
学びたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

入退院支援・調
整に必要な基礎
知識を学ぶ。

・入退院支援の基礎知識
・看護師が行う退院支援と多職
種連携について
・多職種が連携して行う退院支
援の実際と看護師の役割

櫻井 亜季子
社会医療法人社団愛
心館愛心メモリアル病
院

5
ライブ
配信

06/30 1 80
48
----
45

60
----
56

・対象レベル：看Ⅰ
・小児のフィジカルア
セスメントを学び標準
的な看護を実践する
力をつけたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

小児のフィジカル
アセスメント及び
小児によく見る症
状とケアについて
学ぶ。

・小児の成長発達、特徴をふま
えたフィジカルアセスメント
・小児によく見る症状と初期対
応

坂上 倫子
国立大学法人北海道
大学北海道大学病院
小児救急看護認定看
護師

・腎臓の解剖生理と役割・機能
・慢性腎臓病の病態生理

伊藤 洋輔
医療法人社団にれの
杜クリニック

・慢性腎臓病のケア
・慢性腎臓病患者の自己管理
支援
・慢性腎臓病患者の療養支援
の実際

宮腰 麻矢
医療法人社団にれの
杜クリニック
透析看護認定看護師

・がんの理解に必要な基礎知
識・基盤となる考え方
・がん患者と家族の意思決定
支援（演習）
・がん患者の生活を支える看護
（演習）

中村 江衣
学校法人日本医療大
学
がん看護専門看護師

・高齢者と家族の理解
・がん患者と家族の意思決定
支援（演習）
・がん患者の生活を支える看護
（演習）

佐藤 予右子
学校法人日本医療大
学
老年看護専門看護師

・がん患者と家族の意思決定
支援
・がん患者の生活を支える看護
（演習）

加藤 真由美
公益社団法人北海道
勤労者医療協会勤医
協中央病院
がん看護専門看護師
緩和ケア認定看護師

・がん患者の生活を支える看護
・がん患者と家族の意思決定
支援（演習）
・まとめ

梶原 陽子
医療法人徳洲会札幌
南徳洲会病院
がん看護専門看護師

57
----
54

81
----
77

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅱ
・高齢がん患者への
個別的な看護を実践
する力をつけたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

(1)がんの理解に
必要な基礎知識
を学ぶことができ
る。
(2)高齢者の特徴
を理解しがん看
護に活かすことが
できる。
(3)事例をとおし
て、高齢がん患
者と家族の特徴
を理解し質の高
い看護を提供で
きる。

7
事例で学ぼうがん看護～高齢がん患者の
生活を支える看護～

会場 07/02 1 70

100
76
----
75

76
----
75

・対象レベル：看Ⅰ
・慢性腎臓病患者の
標準的な看護を実践
する力をつけたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

慢性腎臓病患者
を看護する上で
必要な知識を学
び、病態に合っ
た看護実践（アセ
スメントと必要な
看護介入）に活
かす。

①-2看護実践能力　ⅱ臨床実践能力

実践に活かす摂食嚥下障害の看護～高
齢者の「食」を考える～

慢性心不全の病態と生活療養支援

現場における入退院支援の実際

小児のフィジカルアセスメントとケアを学ぼ
う－乳児期から学童期まで－

6 慢性腎臓病の病態とケア
ライブ
配信

07/01 1

対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師

Ⅰ　専門職としての活動の基盤となる研修

これからの倫理と看護

No. 研修名
研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

8
ライブ
配信

07/08 1 80
162
----
159

199
----
198

・対象レベル：看Ⅱ
・排便機能障害、ス
キントラブルのある患
者の個別的な看護を
実践する力をつけた
い者
・保健師・助産師・看
護師

排便機能障害の
理解を深め、
QOL向上の視点
から排便管理とス
キントラブルのケ
アを学ぶ。

・排便機能障害のアセスメントと
ケア
・IAD（失禁関連皮膚炎）のアセ
スメントとケア
・排便機能障害に関するケアの
実際（演習を含む）

細川 智恵美
医療法人社団研仁会
訪問看護ステーション
いづみ
皮膚・排泄ケア認定看
護師

・在宅ケアを必要とする小児の
特徴
・家族への支援

奈良間 美保
公立大学法人札幌市
立大学 看護学部

・在宅ケアを必要とする小児に
対する基礎的な看護
・社会資源の活用

岩間 旭
訪問看護ステーション
あみえる

10
ライブ
配信

08/05 1 80
74
----
70

93
----
88

・対象レベル：看Ⅰ
・糖尿病をもつ患者
の標準的な看護を実
践する力をつけたい
者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

糖尿病を持つ患
者を看護する上
で必要な知識を
学び、病態合っ
た看護の実践（ア
セスメントと必要
な看護介入）に活
かす。

・糖尿病を知るための基本的な
知識
・糖尿病の看護ケア
・糖尿病を持つ患者の支援方
法
・糖尿病を持つ患者の療養支
援の実際(グループワーク)

成田 麻見佳
市立札幌病院
糖尿病看護認定看護
師

11
ライブ
配信

08/08 1 150
132
----
130

88
----
87

・対象レベル：Ⅰ～
Ⅳ
・フレイル予防に必
要な基礎知識を学び
たい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

(1)フレイルの基
礎知識やフレイ
ル予防を学ぶ。
(2)地域における
フレイル予防に
活用することがで
きる。

・超高齢化社会における課題
・フレイルとサルコペニアにつ
いて
・フレイル予防の基礎知識
・地域におけるフレイル予防
・フレイル評価
・フレイル予防に関する看護師
の役割
・フレイル予防のための多職種
連携
・事例からのフレイル評価と多
職種連携

山下 いずみ
江別市立病院
老人看護専門看護師

12
第
1
回

ライブ
配信

09/17 1 100
118
----
109

118
----
109

13
第
2
回

ライブ
配信

09/18 1 100
103
----
95

103
----
95

・腫瘍学概論 伊藤 聖美
医療法人渓仁会手稲
渓仁会病院
がん看護専門看護師
がん化学療法看護認
定看護師

・がん薬物療法概論 山谷 淳子
医療法人渓仁会手稲
渓仁会病院
がん化学療法看護認
定看護師

・がん薬物療法におけるセルフ
マネジメント

吉田 奈美江
天使大学
がん看護専門看護師

・がん薬物療法における意思
決定支援

佐藤 さやか
北海道公立大学法人
札幌医科大学附属病
院医療連携福祉セン
ター
がん看護専門看護師

14
事例で学ぶ！がん薬物療法を受ける患者
の看護～基本から最新のがんゲノム医療
まで～

ライブ
配信

09/29 1 100
78
----
75

78
----
75

・対象レベル：看Ⅰ
・がん薬物療法を受
ける患者の標準的な
看護を実践する力を
つけたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

最新のがん薬物
療法の基本的な
知識を理解し、が
ん薬物療法を受
ける患者を生活
者として捉えた看
護支援を学ぶ。

フレイル予防の基本を学ぶ

人生の最終段階の意思決定支援に
おける看護師の役割を学ぶ

・対象レベル：看Ⅱ
・意思決定に必要な
情報提供や場の設
定ができ、意思決定
を支援するために関
係者・多職種と連携
する力をつけたい者
・保健師・助産師・看
護師

ケアの受け手に
対する意思決定
支援のプロセスを
理解でき、多職
種と協働し、支援
を実践できる。

・意思決定支援における看護
師の役割
・事例検討
・チームアプローチ
・非がん患者における終末期の
意思決定支援の実際
・事例検討（グループワーク）

三浦 直子
医療法人聖愛会発寒リ
ハビリテーション病院
老人看護専門看護師
緩和ケア認定看護師

50
----
49

63
----
61

・対象レベル：看Ⅰ
・小児在宅療養支
援・小児看護に携
わっている者（経験
の浅い者、これから
携わる予定の者）、
小児在宅療養支援・
小児看護に興味のあ
る者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

疾患や障がいの
ある小児が、安定
した在宅療養を
継続できるための
支援について理
解する。

今、求められる糖尿病の病態とケア

9 小児在宅療養支援　基本のキ
ライブ
配信

07/17 1 80

排便管理とスキントラブルのケアを学ぼ
う！
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

・認知症の現状や病態 菅原 康文
医療法人澤山会手稲
病院

・地域における認知症ケアの実
践
・社会資源の活用（演習を含
む）

土居 史代
社会福祉法人愛全会
高齢者総合福祉施設
アビターレ
認知症看護認定看護
師

・がん疼痛のメカニズムと薬剤
の基本的知識

畠山 智明
KKR札幌医療センター

・がん疼痛のアセスメントとチー
ムアプローチの実際
・がん疼痛を体験している患者
への看護の事例展開
・まとめ・質疑応答

阿部 香澄
KKR札幌医療センター
がん看護専門看護師

17
第
1
回

11/06 1 60
82
----
73

137
----
122

18
第
2
回

11/07 1 60
77
----
76

128
----
127

19
ライブ
配信

11/07 1 50
35
----
31

70
----
62

・対象レベル：看新
人～Ⅱ
・北海道に在住もしく
は在勤し、以下に該
当する者
(1)現在、訪問看護に
関わっている者　(2)
将来、訪問看護に従
事したいと考えてい
る者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

訪問看護に従事
しようとする、もし
くは従事して間も
ない看護師が、
訪問看護に必要
な基本的知識・
技術を修得する
ことを目的とす
る。

・緊急対応の基本
・緊急時のアセスメントと判断
・事例検討を通しアセスメントの
視点および支援方法を学ぶ
（講義および演習）

池田 ひろみ
株式会社小春日和訪
問看護ステーション春
の詩
訪問看護認定看護師

・認知症ケアに求められている
こと
・認知症の人の入院中の対応
の基本
・院内外での多職種連携の意
義

菅原 康文
医療法人澤山会手稲
病院

・入院している認知症患者のア
セスメントと対応　 講義・演習
（事例検討・発表）

染谷 美紀
市立札幌病院
認知症看護認定看護
師

21
ライブ
配信

11/13
|

11/14
2 60

30
----
24

50
----
40

・対象レベル：看新
人～Ⅱ
・北海道に在住もしく
は在勤し、以下に該
当する者
(1)現在、訪問看護に
関わっている者
(2)将来、訪問看護に
従事したいと考えて
いる者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

訪問看護に従事
しようとする、もし
くは従事して間も
ない看護師が、
訪問看護に必要
な基本的知識・
技術を修得する
ことを目的とす
る。

・スキンケアの基本（講義・演
習）
・褥瘡の予防とケア（講義）
・ストマケア（講義・演習）
・フットケアの基本（講義）

佐藤 明子
学校法人東日本学園
北海道医療大学訪問
看護ステーション
皮膚・排泄ケア認定看
護師

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅱ
・病院で勤務する医
師、看護師（保健
師、助産師、看護
師、准看護師）薬剤
師、理学療法士、作
業療法士、相談職、
介護職等の医療従
事者

認知症の人や家
族を支えるために
必要な基本的知
識や医療と介護
の連携の重要
性、認知症ケア
の具体的な対応
方法を習得する。

＜北海道委託事業＞訪問看護師養成講
習会フォローアップ研修(スキンケア・ストマ
ケア・フットケア)

これからの家族看護を考えよう 会場

・対象レベル：看Ⅱ
～Ⅳ
・複雑な状況にある
家族に対し、予測的
判断をもちQOLを高
める看護を実践する
力をつけたい者
・保健師・助産師・看
護師

家族看護とは何
か、家族へのケア
の必要性を理解
し、看護実践
（ニーズの把握、
アセスメントとケ
ア、意思決定支
援）に活かす。

・家族の定義と家族理論
・家族看護の目的
・家族アセスメント
・家族の意思決定支援
・家族へのケアと意思決定支援
（演習を含む）

川村 真澄
ＪＡ北海道厚生連札幌
厚生病院
家族支援専門看護師

＜北海道委託事業＞訪問看護師養成講
習会フォローアップ研修（急変時の看護）

20
＜北海道委託事業＞ 病院勤務の医療従
事者向け認知症対応力向上

ライブ
配信

11/12 1 100
138
----
128

138
----
128

(1)認知症の人や
家族を支えるた
めに必要な知識
や認知症ケアの
原則、医療と介
護の連携の重要
性などの知識に
ついて習得する。
(2)認知症の疑い
のある人を早期
に気づき、地域に
おける認知症の
人への支援体制
構築の担い手と
なる。

16 チームで取り組むがん疼痛マネジメント 会場 10/15 1 70
65
----
62

93
----
89

・対象・レベル：看Ⅰ
～Ⅱ
・がん疼痛のある患
者への個別的な看
護を実践する力をつ
けたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

(1)がん疼痛のメ
カニズムと薬剤の
特徴を理解した
疼痛マネジメント
について学ぶ。
(2)がん疼痛マネ
ジメントにおける
チームアプロー
チと看護師の役
割について学
ぶ。
(3)がん疼痛を体
験している患者の
アセスメントと日
常生活の支援に
ついて理解を深
める。

15
＜北海道委託事業＞病院勤務以外(診療
所・訪問看護ステーション・介護事業所等）
の看護師等認知症対応力向上

ライブ
配信

10/08 1 50
57
----
50

114
----
100

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅱ
・診療所、訪問看護
ステーション及び介
護事業所等に勤務
する看護師、准看護
師、歯科衛生士など
の医療従事者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師・歯
科衛生士
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

22
ライブ
配信

12/05 1 50
44
----
40

88
----
80

・対象レベル:看新人
～Ⅱ
・北海道に在住もしく
は在勤し、以下に該
当する者
(1)現在、訪問看護に
関わっている者
(2)将来、訪問看護に
従事したいと考えて
いる者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

訪問看護に従事
しようとする、もし
くは従事して間も
ない看護師が、
訪問看護に必要
な基本的知識・
技術を修得する
ことを目的とす
る。

・在宅緩和ケアにおける症状緩
和
・在宅緩和・看取りケアにおけ
る訪問看護師の役割
・事例をもとに在宅療養におけ
るアセスメントの視点および支
援を考える（講義および演習）

山崎 美惠
医療法人徳洲会緩和
ケア訪問看護ステー
ション札幌
緩和ケア認定看護師

・訪問看護とは
・在宅療養生活の支援
・訪問看護ステーション見学実
習のオリエンテーション
・全体会

土井 正子
一般社団法人北海道
総合在宅ケア事業団

・訪問看護の実際①
　疾患（認知症・ターミナルケ
ア）

廣瀬 一恵
一般社団法人北海道
総合在宅ケア事業団
札幌手稲訪問看護ス
テーション

・訪問看護の実際②
　日常生活援助、医療的ケア

春原 さおり
一般社団法人北海道
総合在宅ケア事業団
札幌西訪問看護ス
テーション

24 会場 09/02 1 50
53
----
44

106
----
88

・対象レベル：看新
人～Ⅱ
・以下の4つの要件を
満たす者
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師い
ずれかの資格を有す
る者
(2)訪問看護の知識・
技術を向上させたい
と考えている者
(3)訪問看護経験3年
未満の者
(4)札幌市内に就業
している者

訪問看護に必要
な基本的知識と
技術を学ぶ。

・在宅緩和ケアにおける症状緩
和
・在宅緩和・看取りケアにおけ
る訪問看護師の役割
・事例を通しアセスメントの視点
および支援方法を学ぶ(講義お
よび演習)

山崎 美惠
医療法人徳洲会緩和
ケア訪問看護ステー
ション札幌
緩和ケア認定看護師

25
第
1
回

会場
09/10
|

09/11
2 40

45
----
37

113
----
93

26
第
2
回

会場
10/07
|

10/08
2 40

40
----
34

100
----
85

27 会場 09/19 1 50
49
----
40

98
----
80

・対象レベル：看新
人～Ⅱ
・下記の4つの要件を
満たす者
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師い
ずれかの資格を有す
る者
(2)訪問看護の知識・
技術を向上させたい
と考えている者
(3)訪問看護経験3年
未満の者
(4)札幌市内に就業
している者

訪問看護に必要
な基本的知識と
技術を学ぶ。

・緊急対応の基本
・緊急時のアセスメントと判断
・事例検討を通しアセスメントの
視点および支援方法を学ぶ
（講義および演習）

池田 ひろみ
株式会社小春日和訪
問看護ステーション春
の詩
訪問看護認定看護師

＜札幌市委託事業＞訪問看護スキルアッ
プ（急変時の看護）

＜札幌市委託事業＞訪問看護スキルアッ
プ（在宅における緩和・看取りケア）

＜札幌市委託事業＞訪問看護スキ
ルアップ（スキンケア、ストマケア、フッ
トケア）

・対象レベル：看新
人～Ⅱ
・以下の4つの要件を
満たす者
(1)保健師・助産師・
看護師・准看護師
(2)訪問看護の知識・
技術・スキルを向上
させたいと考えてい
る者
(3)訪問看護経験3年
未満の者
(4)札幌市内に就業
している者

訪問看護に必要
な基本的知識と
技術を学ぶ。

・スキンケアの基本
・褥瘡の予防とケア
・ストマケア
・フットケアの基本

佐藤 明子
学校法人東日本学園
北海道医療大学訪問
看護ステーション
皮膚・排泄ケア認定看
護師

30
9
----
7

30
----
23

・対象レベル：看新
人
下記の3つの要件を
すべて満たす者
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師い
ずれかの資格を有す
る者
(2)訪問看護師として
就労していない者
(3)札幌市内に就業
している者

訪問看護に必要
な基本的知識を
学び、訪問看護
においてどのよう
なケアが提供され
ているか理解す
る。

＜北海道委託事業＞訪問看護師養成講
習会フォローアップ研修（在宅における緩
和・看取りケア）

23 ＜札幌市委託事業＞訪問看護入門 会場
08/19
|

08/20
2
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

28
ライブ
配信

05/14 1 200
179
----
173

90
----
87

・対象レベル：看Ⅱ
～Ⅳ
・病院（診療所を含
む）に勤務しており、
自施設もしくは部署
で感染管理に関する
役割を担っている者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

現場で実践でき
る感染管理の基
礎知識を学び、
現場の感染管理
に活用することが
できる。

・感染管理組織と感染症法
・感染管理の基礎知識
・感染管理の実際

金子 陽香
ＮＴＴ東日本札幌病院
感染管理認定看護師

29
第
1
回

05/15
110
----
106

110
----
106

30
第
2
回

05/16
84
----
78

84
----
78

31
ライブ
配信

05/28 1 50
42
----
40

84
----
80

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅳ
・在宅・療養施設に
勤務している者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

在宅・療養施設
において実践で
きる感染管理の
基礎知識と、具
体的な感染管理
方法を学ぶ。

・在宅・療養施設における感染
管理の基本
・在宅・療養施設におけるアウト
ブレイク対策

伊藤 幸咲
impサポートセンター
感染管理認定看護師

32
第
1
回

会場
09/30
|

10/01
2 80

97
----
89

121
----
111

33
第
2
回

会場
10/02
|

10/03
2 80

67
----
62

84
----
78

34
ライブ
配信

04/16
・

04/23
2 150

72
----
71

48
----
47

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅲ
・看護研究初心者
・研究経験の浅い者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

看護研究の意義
を理解し、日常の
看護実践におけ
る問題や疑問を
看護研究につな
げるプロセスを学
ぶ。

・看護研究への取り組み
・研究デザインと種類
・看護研究テーマの絞り込み
・文献検討①（演習を含む）
・文献検討②
・文献のクリティーク（演習を含
む）
・看護研究における倫理的配
慮の必要性（演習を含む）
・看護研究計画書の作成方法

佐藤 三穂
北海道大学大学院保
健科学研究院

35 会場
05/29
|

05/30
2 80

34
----
32

43
----
40

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅲ
・「＜看護研究シリー
ズ１＞はじめよう看護
研究」研修会を受
講、またはそれ相当
の知識を有する者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

看護研究におけ
る統計の概念を
理解し、よく使用
される検定方法
を使ってデータを
分析する知識を
学ぶ。

・統計学の基本概念
・研究デザイン
 ・データ収集方法と整理方法
・調査票の作成
・統計量の計算
・データ分析
・相関関係
・検定と推定

塩飽 仁
東北大学大学院

36
ライブ
配信

07/30 1 50
21
----
18

42
----
36

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅲ
・「＜看護研究シリー
ズ1＞はじめよう看護
研究」の研修を受
講、またはそれ相当
の知識を有する者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

看護研究におけ
る質的研究の基
礎知識を学び、
研究能力を高め
る。

・質的研究の基礎知識
・質的研究のデータ収集・分析
法
・質的研究のプロセスと論文の
まとめ方
・データ分析の演習

宮地 普子
学校法人東日本学園
北海道医療大学看護
福祉学部

①-4看護実践能力　ⅳ専門性の開発能力

＜看護研究シリーズ1＞はじめよう看護研
究

＜看護研究シリーズ2＞看護研究に使える
統計学

＜看護研究シリーズ3＞質的研究の基礎
知識を学ぶ

佐藤 亜紀
市立札幌病院
認定看護管理者

現場で活かせる感染管理＜在宅・療養施
設＞

今こそベテランナースの力を活かすと
き！－これからの時代のリーダーシッ
プ－

・対象レベル：看Ⅱ
～Ⅲ
・中堅看護師として
役割発揮が求められ
る者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

(1)チーム医療の
活性化のために
必要な中堅看護
師の役割を確認
する。
(2)自己を客観的
にとらえ、仕事に
やりがいをもって
取り組めるように
なるためのスキル
を学ぶ。

・チームの中で期待される役割
とは
・組織活動における中堅の役
割
・看護職のキャリアデザイン
・自己の課題を考えることがで
きる

濱田 安岐子
NPO法人看護職キャリ
アサポート

現場で活かせる感染管理＜病院（診療所
を含む）＞

現場に活かせるリスクマネジメント～
KYTでリスク感性を高めよう

会場 1 100

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅱ
・医療安全の基礎知
識を学び、リスク感性
を磨きたい者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

現場で活かせるリ
スクマネジメント
の視点･あり方の
基礎を学ぶ。

・医療安全の動向
・医療安全の基礎知識
・チーム医療の一員としてリスク
感性を磨く～日常に潜むリスク
を予知する（演習を含む）

①-3看護実践能力　ⅲリーダーシップとマネジメント能力
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

37
ライブ
配信

08/25 1 80
36
----
33

45
----
41

・対象レベル：看Ⅰ
～Ⅲ
・看護研究に取り組
んだことがあり、現
在、具体的な研究デ
ザイン・研究計画・
データ資料などを保
有している者
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

看護研究成果を
効果的に伝えら
れるために、研究
結果のまとめ方、
プレゼンテーショ
ン方法について
学ぶ。

・研究発表とは
・研究発表の手順
・研究論文・抄録の作成
・抄録作成の実際
・プレゼンテーションとは

宮田 久美子
学校法人北海道科学
大学 保健医療学部看
護学科

38 会場 09/09 1 80
33
----
31

41
----
39

・対象レベル：看Ⅲ
～Ⅳ
・看護研究の指導的
立場にあり、実際に
看護研究を行った経
験がある者
・保健師・助産師・看
護師

(1)臨床で取り組
む看護研究の指
導の知識と技術
を習得する。
(2)クリティークに
関する基本的知
識を学ぶ。

・クリティークについて
・演習：質的研究のクリティーク
・まとめ

浅利 剛史
北海道公立大学法人
札幌医科大学保健医
療学部看護学科

②助産実践能力（マタニティケア能力、専門的自立能力）

・今、助産師に求められる役割
と機能とは（演習を含む）
・妊娠期の診断とケア（演習を
含む）
・分娩期の診断とケア（演習を
含む）
・産褥期の診断とケア（演習を
含む）

高室 典子
助産院エ・クボ

・新生児のフィジカルアセスメン
ト
・事例を通しアセスメントの視点
および援助方法を学ぶ（演習
を含む）

奥山 亜季
市立札幌病院

・保健師としての専門性とキャリ
ア発達
・新任教育・現任教育における
中堅期保健師の役割
・1日目のまとめ

近藤 明代
学校法人吉田学園札
幌保健医療大学

・実践報告－私のキャリア発達
－

千田 ちさと
留萌振興局保健環境
部保健行政室

・実践報告－新任期保健師の
育成－

大石 絵理
滝上町役場

・市町村保健活動の実際と求
められる保健師の専門能力（母
子保健活動）
・グループワーク演習－中堅期
保健師としての専門能力の強
化－
・発表1、全体討議、助言

蓑島 美奈子
下川町総合福祉セン
ターハピネス

・保健所の保健活動の実際と
求められる保健師の専門能力
・グループワーク演習－中堅期
保健師としての専門能力の強
化－
・発表1、全体討議、助言

伊東 沙希
十勝総合振興局保健
環境部保健行政室

・在宅医療・介護連携を通した
地域包括ケアシステム構築の
実際と求められる保健師の専
門能力
・グループワーク演習－中堅期
保健師としての専門能力の強
化－
・発表1、全体討議、助言

櫻岡 さおり
渡島総合振興局保健
環境部保健行政室

38
----
36

95
----
90

・対象レベル：保A2
・自治体保健師の標
準的なキャリアラダー
のキャリアレベルA2
以上の保健師

自治体に働く中
堅期保健師が、
保健活動を推進
する上で中堅期
保健師に求めら
れている能力と役
割について認識
し、必要な知識･
技術を学び、実
践することができ
る。

4040
＜北海道委託事業＞中堅期保健師の人
材育成研修－中堅期保健師に求められる
能力－

ライブ
配信

07/24
|

07/25
2

34
----
34

113
----
113

・対象レベル：助新
人
・新人助産師
・全日程（3日間）受
講できる者

安全・安楽な助
産ケアを提供す
るため、助産師教
育で学んだ知
識、技術を土台
に臨床実践能力
を高め、助産師
に必要な基本的
姿勢と態度を身
につける。

③保健師の標準的なキャリアラダー

39
＜北海道委託事業＞集まれ!!新人助産師
さん－日ごろの疑問を解決しよう－

会場

07/14
|

07/15
・

08/06

3 30

＜看護研究シリーズ4＞看護研究のまとめ
方とプレゼンテーション

＜看護研究シリーズ指導者編＞指導者の
ための看護研究－質的研究をクリティーク
してみよう－
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

・統括保健師の役割や機能
・自組織での活動紹介（グルー
プワーク）
・自組織における統括保健師と
しての活動の評価
・１日目のまとめ
・実践の評価
・保健活動推進に向けての方
略（グループワーク）
・統括保健師としての自組織で
の活動計画の提案と検討（グ
ループワーク）
・全体会：統括保健師として活
動計画の発表
・２日目のまとめ

米澤 洋美
石川県立看護大学

・保健師を取り巻く情勢と統括
保健師の役割
・研修のまとめ・助言

鹿野 令子
北海道保健福祉部地
域医療推進局医務薬
務課看護政策係

・自組織の保健活動推進に向
けての方略
・統括保健師としての活動のポ
イント
・全体会（統括保健師としての
活動のポイント）
・統括保健師の実践活動のポ
イント～実践知を形式知へ～
・研修のまとめ・助言

近藤 明代
学校法人吉田学園札
幌保健医療大学

・グループワーク：自組織での
活動の紹介
・グループワーク：自組織にお
ける統括保健師としての活動の
評価
・1日目のまとめ
・グループワーク：保健活動推
進に向けての方略・統括保健
師としての活動のポイント
・全体会：統括保健師としての
活動のポイント
・研修のまとめ・助言
・グループワーク：保健活動推
進に向けての方略
・グループワーク：統括保健師
としての自組織での活動計画
の提案と検討
・全体会：統括保健師としての
活動計画の発表
・2日目のまとめ

森下 恵子
石狩振興局保健環境
部千歳地域保健室

山﨑 由紀子
空知総合振興局保健
環境部滝川地域保健
室

・複雑・多重課題を有する対象
者の背景及び治療上の課題
・複雑・多重課題を有する事例
支援の重要性および事例支援
を起点とした地域アセスメントに
ついて
・事例検討及び複雑・多重課
題をもつ事例を活かした地域ア
セスメントの視点
・複雑・多重課題事例の事例検
討会

吉岡 京子
東京大学大学院医学
系研究科

・グループ演習：事例検討及び
複雑・多重課題をもつ事例を活
かした地域アセスメントの視点
・グループ演習：複雑・多重課
題事例の事例検討会（事例提
供）

山本 恵梨子
胆振総合振興局保健
環境部保健行政室

・実践報告：事例検討会の効果
と評価

富山 愛香
石狩振興局保健環境
部保健行政室

1 30

20
17
----
16

85
----
80

・対象レベル：保A4
・市町村・保健所の
保健師で
(1)自治体保健師の
標準的なキャリアラ
ダーのキャリアレベ
ルA4(次期統括保健
師）～A5（統括保健
師）を目指す者
(2)自治体保健師で
現在、統括保健師ま
たは次期統括保健
師の役割を担ってい
る者
(3)事前課題、成果物
の提出をできる者(4)
全日程受講できる者

市町村・保健所
において様々な
部署に配置され
ている保健師を
専門的側面から
組織的横断的に
調整・支援し、地
域全体の健康水
準の向上を図るこ
とのできる環境・
体制を整えるた
めの能力を強化
する。

26
----
26

87
----
87

・自治体に勤務する
保健師で
(1)複雑かつ多重課
題事例の事例検討
会を企画・運営する
管理期の保健師
(2)複雑かつ多重課
題事例を実際受け持
ち支援を実践してい
るキャリアA3以上の
保健師

複雑多重な健
康・生活課題を
持つ事例への支
援を通して、地域
全体の課題を検
討する仕組みづ
くりを考えることが
できる。

42

＜北海道委託事業＞複雑かつ多重課題
事例を支援する～個別支援を通して地域
全体の課題を検討する仕組みづくりを考
える～

会場 09/12

41
＜北海道委託事業＞統括保健師の人材
育成

会場

08/21
|

08/22
・
2026
01/23

3
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

・北海道の災害・新興感染症に
係る派遣・医療提供体制の状
況や対策（派遣の仕組み、登
録含む)

鹿野 令子
北海道保健福祉部地
域医療推進局医務薬
務課看護政策係

・北海道看護協会における災
害・新興感染症に係る派遣時
の看護支援活動
・災害支援ナースとしての心構
え（支援側・受援側の立場の理
解）

田中 かおり
公益社団法人 北海道
看護協会

・【演習】（災害） 災害時の看護
職の活動の実際

今野 美幸
社会福祉法人北海道
社会事業協会函館病
院〈第1回〉
本間 大樹
市立室蘭総合病院
（第2回）
山口 理恵
砂川市立病院附属看
護専門学校
（第3回）

・【演習】（感染症） 感染拡大時
の看護職の活動の実際
　感染拡大・重症化の予防
ゾーニング・個人防護具（実
技）

伊原 利彦
市立札幌病院
感染管理認定看護師

・【演習】（感染症） 感染拡大時
の看護職の活動の実際
　安楽な呼吸を保つための看
護（実技）

大和 美幸
北海道公立大学法人
札幌医科大学附属病
院

・【演習】（感染症） 感染拡大時
の看護職の活動の実際
　多職種連携による医療提供
（ワーク）

石井 優子
北海道公立大学法人
札幌医科大学附属病
院
クリティカルケア認定看
護師

・【演習】（感染症） 感染拡大時
の看護職の活動の実際
　患者・家族へのケア（看取り・
死亡時のケア含む）（ワーク）

村中 沙織
天使大学
急性・重症患者看護専
門看護師

46 会場 06/07 1 80
71
----
63

89
----
79

・対象レベル：管Ⅰ
～Ⅱ
・看護管理者また
は、看護管理者に準
ずる者
・保健師・助産師・看
護師

外来看護におけ
る在宅療養支援
の必要性を理解
し、ニーズ把握や
支援体制を考え
る。

・医療制度とこれからの外来看
護
・在宅医療支援のために求めら
れる外来看護師の能力および
役割
・在宅療養を継続できる支援体
制
・施設における課題および体制
整備について（演習を含む）

永田 智子
慶應義塾大学

第
3
回

10/23
|

10/24

32
----
32

64
----
64

管理者向けー外来で始める在宅療養支援
～全世代型地域包括ケア推進に向けた外
来看護師の役割について～

災害発生時や新
興感染症発生･ま
ん延時に、都道
府県において迅
速に看護職等の
確保を図るため、
他の医療機関等
への派遣に的確
に対応できる看
護職を養成する。

①診療報酬算定関連の研修

50

35
----
34

70
----
68

・災害及び新興感染
症の発生時に他の
医療機関等に派遣さ
れて、災害支援看護
業務及び新興感染
症支援看護業務に
従事することを目指
す者で施設の推薦
がある者
・勤務する医療機関
において、改正医療
法における「災害・感
染症医療業務従事
者」として配置される
予定の者
・都道府県行政・日
本看護協会への情
報提供(修了者リスト)
に同意する者
※北海道との協定締
結している施設また
は協定締結予定の
施設が優先となりま
す。
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

31
----
30

62
----
60

43

(日本看護協会eラーニングを活用し
た) 災害支援ナース養成研修

第
1
回

会場

10/09
|

10/10

2

44
第
2
回

10/16
|

10/17

45

Ⅱ　看護・医療政策に関する研修
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

・糖尿病患者の足病変～病態
生理から治療まで

宮本 義博
市立旭川病院

・糖尿病患者の療養を支える
フットケア
・糖尿病患者のフットケアのた
めのアセスメント①

佐藤 仁美
国立大学法人北海道
大学北海道大学病院
糖尿病看護認定看護
師

・糖尿病患者のフットケアのた
めのアセスメント②
・演習1 糖尿病患者のフットケ
アのためのアセスメント

成田 麻見佳
市立札幌病院
糖尿病看護認定看護
師

・フットケアの実際～予防のた
めのセルフケア支援（講義・演
習）

増田 千絵
市立旭川病院
糖尿病看護認定看護
師

・演習3 【事例分析と評価①】 ・
演習4 【事例分析と評価②ｰア
セスメントと問題点の抽出】
・演習5 【事例分析と評価③ｰ
ケア計画立案】
・演習6 【まとめ】 今後の糖尿
病重症化予防（フットケア）の活
動に向けて

笹本 陽子
ＪＣＨＯ北海道病院
糖尿病看護認定看護
師

・糖尿病重症化予防における
フットケアの評価と今後の課題

数間 恵子
日本糖尿病教育・看護
学会（評議員）

・認知症に関する知識 新野 正明
独立行政法人国立病
院機構北海道医療セ
ンター

・認知症看護の実践対応力Ⅰ 山下 いずみ
江別市立病院
老人看護専門看護師

・認知症看護の実践対応力Ⅱ
・認知症看護の実践対応力Ⅱ
（講義・演習）
・演習：認知症に伴う行動・心
理症状（BPSD）
・せん妄への対応事例検討
・身体拘束への対応の事例検
討

國生 真希
医療法人渓仁会札幌
西円山病院
認定看護管理者
認知症看護認定看護
師

・体制構築・人材育成
・演習：自施設の課題整理と改
善に向けた方策・体制構築・人
材育成
・演習：認知症研修の企画立案
とフォローアップの検討

高岡 哲子
学校法人鶴岡学園北
海道文教大学 人間科
学部看護学科

50
第
1
回

07/28
100
----
95

100
----
95

池田 亜樹子
医療法人愛全会愛全
病院
認知症看護認定看護
師
（第1回）

51
第
２
回

07/29
86
----
80

86
----
80

岩浅 庄一
ＫＫＲ札幌医療セン
ター
（第2回）

52
第
３
回

07/30
93
----
87

93
----
87

増森 美由紀
医療法人社団明日佳
桜台明日佳病院
認知症看護認定看護
師
（第3回）

(日本看護協会eラーニングを活用し
た）認知症高齢者の看護実践に必要
な知識

・オンデマンド講義
視聴を会場研修前
日までに終了できる
者
・オンデマンド講義
視聴に必要な準備
（オンデマンド講義
視聴アカウント用メー
ルアドレス、PC等視
聴機器及びインター
ネット環境の準備）が
できる方。
・保健師・助産師・看
護師

認知症高齢者に
おける国の施策
や医療の現状と、
入院中の認知症
高齢者を適切に
ケアするための
基本的な知識を
理解することがで
きる。

・【演習】・認知症高齢者に適し
た療養環境と調整方法
・認知症高齢者の看護に必要
なアセスメント
・認知症高齢者に特有な倫理
的課題
・意思決定支援
・まとめ

会場 1 100

48

＜北海道委託事業＞看護職員認知
症対応力向上（看護管理者向け）

第
1
回

ライブ
配信
＋
会場

08/20
・

08/28
|

08/29

3

49
第
２
回

08/20
・

09/04
|

09/05

70
----
68

100
----
97

60

103
----
62

172
----
103

・対象レベル：管Ⅰ
～Ⅱ
・北海道に勤務する
指導的役割の看護
職員 (師長及び副師
長・主任の任に就い
ている看護職)
・保健師・助産師・看
護師

(1)入院から退院
までのプロセスに
沿った必要な基
本知識や、個々
の認知症の特徴
等に対する実践
的な対応力を習
得する。
(2)同じ医療機関
等の看護職員に
対し認知症ケア
の伝達や研修を
実施し、認知症ケ
アの適切な実施
とマネジメント体
制を構築できる。

86
----
62

143
----
103

47 糖尿病重症化予防（フットケア）研修会 会場
07/09
|

07/11
3 70

・対象レベル：看Ⅱ
(1)所属施設が糖尿
病合併症管理料を
算定するための要件
のうち、本研修会を
受講すること以外の
要件が整っている施
設であること。
 (2)糖尿病足病変患
者の看護に従事した
経験を5年以上有
し、研修終了後その
業務に携わる予定の
看護師であること。
(3)全日程（3日間）受
講できること。
(4)所属長の推薦が
あること。
・保健師・助産師・看
護師

糖尿病患者への
フットケアの意義
を理解し、評価方
法と実践の技術
を身につける。
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

53
第
1
回

会場 09/25 0.5 100
96
----
96

96
----
96

54
第
２
回

会場 09/26 0.5 100
76
----
75

76
----
75

・北海道における医療・看護を
取り巻く状況など

鹿野 令子
北海道保健福祉部地
域医療推進局医務薬
務課看護政策係

・事例検討（グループワーク）
・全体共有

演習ファシリテーター

56
第
1
回

07/25
・

07/31

73
----
50

146
----
100

57
第
２
回

07/25
・

08/01

58
----
48

116
----
96

58 会場 09/24 1 80
184
----
172

230
----
215

・対象レベル：看Ⅲ
・現在、後輩育成を
行っている者
・保健師・助産師・看
護師

教育の意義や基
本的な概念につ
いて学び、後輩
育成を行ううえで
必要な能力を高
める。

・様々な背景を持つ看護職の
特徴の理解
・指導者に求められる心構えと
関わり方
・実際の育成術
・後輩育成の実際（演習を含
む）

内藤 知佐子
愛媛大学医学部附属
病院　総合臨床研修セ
ンター

・看護の動向
・教育委員に期待する役割

高橋 久美子
北海道看護協会

・北海道看護協会における継
続教育の基本方針について

山本 純子
北海道看護協会

・北海道看護協会支部運営経
理

北海道看護協会

・北海道看護協会支部運営
手続きについて

吉田 あゆみ
北海道看護協会

・教育委員の役割と活動
・研修企画の実際
・研修企画の実際演習
・全体会、研修企画発表

渋谷 美香
長野県看護大学

5
----
4

８
----
７

後輩指導困っていない？学び直そう”後輩
育成”！

60
＜本会･支部教育委員向け研修＞継続教
育担当者のための企画運営研修会　第3
日全体会視聴

ライブ
配信

06/04 0.5 60

59
＜本会･支部教育委員向け研修＞継続教
育担当者のための企画運営

会場
＋
ライブ
配信

05/23
|

05/24
･

06/04

2.5

看護実践能力向上のための効果的
な教育 リフレクションスキルを磨こ
う！ 

・対象レベル：看Ⅲ
～Ⅳ
・教育に携わる看護
管理者

・保健師・助産師・看
護師

理論的根拠に基
づいた効果的な
指導や支援を学
び、自施設の教
育に活かすことが
できる。

・看護現場で活用できる教育学
の基礎知識
・臨床判断モデルとリフレクショ
ン
・看護実践習熟段階に合わせ
たリフレクションを思考発話
・リフレクション演習

60
49
----
49

82
----
82

・対象レベル：看Ⅲ
～Ⅳ
・北海道看護協会
教育委員
・北海道看護協会
支部教育委員
　各支部2名程度(支
部間の意見交換を
するため、1名は昨
年度も支部教育委員
の役割を担う者）で、
支部教育委員長また
は支部推薦者
・保健師・助産師・看
護師

北海道看護協会
および各支部に
おける教育委員
の役割について
理解し、具体的な
研修の企画・運
営・実施及び評
価方法について
学ぶ。

宇都宮 明美
関西医科大学看護学
部

40
----
38

50
----
48

・小規模病院(100床
未満)の外来、診療
所に勤務しているま
たは勤務予定のある
看護職員(救急外来
勤務者も含む)
・オンデマンド講義を
期日までに終了し、
事前課題を提出でき
る者※定員に満たな
い場合は、小規模病
院以外の勤務者も可
・保健師・助産師・看
護師・准看護師

(1)地域における
自施設の外来が
果たすべき役割
に基づき、自らが
外来で担うべき役
割を認識するとと
もに、外来患者を
支えるために必
要な在宅療養支
援に関する知識
を習得する。
(2)習得した知識
を、在宅療養支
援の強化に向け
た取組みに役立
てることができる。

Ⅲ　人材育成や教育支援を行う者を対象とした研修

55
(日本看護協会eラーニングを活用した) 外
来における在宅療養支援能力向上のため
の研修

会場 11/11 0.5 80

ライブ
配信
+
会場

2 50

（日本看護協会eラーニングを活用し
た）看護補助者の活用推進のための
看護管理者研修

・看護師長以上の看
護管理者
・保健師・助産師・看
護師

看護管理者が看
護補助者の活用
推進のために必
要な知識や考え
方を理解し、安全
で効率的な業務
実施体制整備に
活用することがで
きる。

・看護補助者と協働のための体
制整備に関する課題に対する
対策案の作成（演習）
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

・新人看護職員教育の考え方
・新人看護職員研修ガイドライ
ンの理解と活用
・新人看護職員をめぐる現状と
課題、今後の展望

熊谷 雅美
康心会汐見台病院

・施設、部署における新人看護
職員を育てる体制づくり
・新人看護職員研修の企画と
評価
・演習：自施設・自部署の新人
看護職員研修を振り返る

植山 さゆり
旭川医科大学病院

62
第
1
回

12/01
|

12/04

105
----
101

105
----
101

・新人看護職員研修ガイドライ
ンの理解と活用方法
・新人看護師の理解と実践（演
習を含む）
・新人看護師支援の実際と評
価（演習を含む）

北浦 暁子
西武文理大学

・新人看護師および実地指導
者のメンタルヘルスの支援（演
習を含む）

八木 こずえ
学校法人東日本学園
北海道医療大学看護
福祉学部
精神看護専門看護師

・新人看護師および実地指導
者のメンタルヘルスの支援（演
習を含む）

東谷 敬介
市立札幌病院
精神看護専門看護師

64
第
1
回

04/20 150
179
----
173

119
----
115

65
第
２
回

10/05 150
115
----
112

77
----
75

66
第
1
回

ライブ
配信

05/20 1 200
160
----
156

80
----
78

67
第
２
回

ライブ
配信

05/21 1 200
93
----
92

47
----
46

68 会場 06/09 1 80
169
----
160

211
----
200

・対象レベル：管Ⅰ
～Ⅱ
・看護部長職、副看
護部長職、看護師長
職、副師長・主任職
（副主任を含む）　ま
たは準ずる者
・保健師・助産師・看
護師

メンタルヘルスケ
アに関する知識・
スキルを習得し管
理実践に活か
す。

・看護職のストレスとメンタルヘ
ルスケアの必要性
・メンタルヘルスケアの基本
・管理職が行うメンタルヘルス
ケア
・メンタルヘルスケアの実際（演
習を含む）

村本 好孝
株式会社　ここから
精神看護専門看護師

63
第
２
回

12/08
|

12/11

81
----
78

81
----
78

看護管理者に求められるメンタルヘルスケ
ア

看護管理のはじめの一歩

・対象レベル：管Ⅰ
・マネジメントラダー
Ⅰ及びマネジメントラ
ダーⅠを目指す者
・保健師・助産師・看
護師

看護管理に必要
な基本的知識を
学び、部署活性
化のためのチー
ムリーダーとして
の役割・働きかけ
について学ぶ。

・看護管理の基本・概論
・看護管理者に求められている
もの
・現状分析と問題解決

細海 加代子
砂川市立病院
認定看護管理者

＜北海道委託事業＞新人看護職員
研修－実地指導者－

ライブ
配信

3.5 100

・対象レベル：看Ⅱ
～Ⅲ・実地指導者
（新人看護師の指導
に関わる者）
・保健師・助産師・看
護師

新人看護師の特
性を理解し、支援
体制と支援方法
を学ぶ。

Ⅳ　看護管理者を対象とした研修

（看護管理者向け）論理的思考－考
え方と伝え方－

ライブ
配信

1

・対象レベル：管Ⅰ
～Ⅱ
・ファーストレベル、
セカンドレベルの受
講を予定している者
(推奨）
・論理的思考に興
味・関心のある看護
管理者
・保健師・助産師・看
護師

論理的思考と他
者への伝え方に
ついて学び看護
管理に活用でき
る。

・論理的思考について
・論理的な考え方・伝え方

熊川 寿郎
株式会社グローバルヘ
ルスマネジメント研究
所

61
＜北海道委託事業＞新人看護職員研修
－研修責任者・教育担当者－

会場
11/16
|

11/18
3 100

92
----
86

92
----
86

・対象レベル：管Ⅱ
～Ⅳ
・次の2点を実施して
いる研修責任者・教
育担当者または今後
その役割を予定する
者
(1)施設（部署）の新
人看護職員研修の
企画、運営を中心と
なって担当する者
(2)実地指導者への
助言および指導を行
い、新人看護職員へ
の指導評価も行う者
・保健師・助産師・看
護師

ガイドラインに示
されている新人
看護職員研修の
実施に必要な能
力を習得し、施設
（部署）における
適切な研修実施
体制を整える役
割を担える。
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

69 会場
06/26
|

06/27
2 80

77
----
76

96
----
95

・対象レベル：管Ⅱ
・看護師長（看護師
長経験３年以下）
・保健師・助産師・看
護師

(1)人材育成のた
めの基本的な概
念を理解する。
(2)部署における
後輩育成や指導
方法を学ぶ。

・人を育てるということ
・人格適応論に基づくコミュニ
ケーション（演習含む）
・アサーション
・感情のセルフケア（演習含む）

三井 洋子
株式会社Dream seed

70
ライブ
配信

09/09 1 300
178
----
164

59
----
55

看護管理者またはそ
れに準ずる者
（今後管理者になる
予定の方、診療報酬
（施設基準等）に関
連した知識を習得し
たい方も受講可能）
保健師･助産師･看
護師。看護職以外の
方も受講可。

施設基準の要件
を満たすかの適
切な自己点検を
実施するために、
看護要員管理等
の正しい理解を
深める。

・本研修の目的
・施設基準の届出
・診療報酬の請求
・看護要員の管理
・様式９作成の基本的考え方と
その留意点
・適時調査における主な指摘
事項（事例）
・令和６年度の適時調査におけ
る主な指摘事項
・質疑応答

北海道看護協会

北海道厚生局医療課

・医療安全に活かすコミュニ
ケーション

大島 武
東京工芸大学

・自施設における医療安全の
課題に対する実践状況と今後
の取り組み

医療事故調査支援委
員

72
ライブ
配信

11/20
|

11/21
2 40

35
----
30

88
----
75

・対象レベル：管Ⅲ
～Ⅳ
・訪問看護ステｰショ
ンに勤務する看護管
理者
・訪問看護ステｰショ
ン看護管理予定者
（今後訪問看護ス
テーション設置予定
の病院看護管理者
を含む）
・保健師・助産師・看
護師

地域包括ケアの
一翼を担う訪問
看護ステーション
の管理者として、
事業運営や職員
教育に必要な知
識・スキルを習得
し管理実践に活
かす。

・社会の動向と求められる訪問
看護管理者の役割（演習を含
む)
・訪問看護ステーションの経営
（演習を含む）
・職員教育と人事管理
・訪問看護ステーションにおけ
るICT活用
・ステーションの｢売り｣と事業計
画の策定（演習を含む）

藤野 泰平
株式会社デザインケア

73
ライブ
配信

05/17
07/12
08/03

3 30
42
----
42

140
----
140

・対象レベル：管Ⅳ
・2024年度認定看護
管理者教育課程
サードレベルの修了
者、看護管理者（道
内）
※全日程（１回目～3
回目）参加できる方
・保健師・助産師・看
護師

認定看護管理者
教育課程サード
レベル修了者が
論文の記載方法
やクリティークに
ついて学びを深
める。

・小論文の記載方法
・演習

小野 博子
北海道看護協会

74
ライブ
配信

07/14 1 30
39
----
37

130
----
123

・対象レベル：管Ⅱ
～Ⅳ
・看護管理の役割
（看護管理に準ずる
主任職以上）にあ
たっている者
・保健師・助産師・看
護師

看護管理に日常
的に求められるコ
ンフリクトマネジメ
ント、交渉術につ
いて理解する。

・コンフリクトマネジメント
・交渉術

北浦 暁子
西武文理大学

75
ライブ
配信

07/31 1 30
10
----
8

33
----
27

・対象レベル：管Ⅱ
～Ⅳ
・看護管理の役割
（看護管理に準ずる
主任職以上）にあ
たっている者
・保健師・助産師・看
護師

適切な療養環境
について理解す
る。

・適切な療養環境の整備 筧 淳夫
工学院大学

診療報酬（施設基準等）に係る基礎的な
知識 -看護要員管理等の正しい理解のた
めに-

＜セカンドレベル公開講座＞適切な療養
環境の整備

＜北海道委託事業＞訪問看護ステーショ
ン管理者育成

Ⅴ　資格認定教育

認定看護管理者教育課程サードレベル
フォローアップー小論文の記載方法とクリ
ティークを学ぶー

＜セカンドレベル公開講座＞コンフリクトマ
ネジメント

1 80
47
----
45

59
----
56

・対象レベル：管Ⅰ
～Ⅱ
・医療安全管理者養
成研修を修了し、現
在、医療安全管理者
の任にある者
・医療安全管理者養
成研修を修了した者
・保健師・助産師・看
護師

医療安全管理者
および養成研修
修了者が、組織
における安全活
動を推進できるよ
う、知識、技術の
向上を図るととも
に、安全文化醸
成のためのチー
ム医療構築に向
けた自己の役割
を理解する。

看護師長研修－効果的な人材育成を行う
ためのスタッフとの関わり方を学ぶ！－

71 医療安全管理者ーフォローアップー
ライブ
配信

10/22
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申込者 申込率

受講者 受講率
対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師No. 研修名

研修
タイプ

開催
期間

開催
日数

定員

76
ライブ
配信

11/15 1 10
10
----
6

100
----
60

・対象レベル：管Ⅱ
～Ⅳ
・看護管理の役割(師
長以上)にあたってい
る者
・保健師・助産師・看
護師

組織における労
務管理の重要性
について理解す
る。

・賃金制度
・人事考課
・労務関連法規の最新の動向
・建設的な労使関係の構築

熊谷 雅美
汐見台病院

77 会場 11/24 0.5 30
13
----
13

43
----
43

・対象レベル：管Ⅳ
・2024年度認定看護
管理者教育課程
サードレベルの修了
者、看護管理者（過
去の修了者含む）
・保健師・助産師・看
護師

認定看護管理者
教育課程サード
レベルの修了者
が、改善計画に
基づいて取り組
んだ看護管理の
実践を共有し、今
後の看護管理に
活かす。

・実践報告
・意見交換

2024年度認定看護管
理者教育課程サードレ
ベル修了者

78
ライブ
配信

12/06 1 10
5
----
4

50
----
40

・対象レベル：管Ⅲ
～Ⅳ
・看護管理の役割(師
長以上)にあたってい
る者
・保健師・助産師・看
護師

社会保障制度・
政策の動向につ
いて理解する。

・社会保障制度の将来ビジョン
・グローバルな視点から見た保
健医療福祉、WHOの活動、国
連SDGｓ等

松田 晋哉
福岡国際医療福祉大
学

79
ライブ
配信

2026
2/21

1 80
36
----
33

45
----
41

・対象レベル：管Ⅲ
～Ⅳ
(1)認定看護管理者
教育課程（セカンドレ
ベル・サードレベル）
を修了した看護管理
者
(2)施設環境の整備
に興味がある看護管
理者
・保健師・助産師・看
護師

組織の危機に備
えた施設・療養環
境について考え
ることができる。

・療養・環境のデザイン
・病院機能に応じた施設・療養
環境
・物的環境から考える安全な環
境
・災害に対応できる療養環境

筧 淳夫
工学院大学

・食事に関する業務　演習 森 公恵
医療法人愛全会愛全
病院
摂食・嚥下障害看護認
定看護師

・食事に関する業務　演習 米丸 美歩
医療法人愛全会愛全
病院

・移動・移送に関する業務　演
習

小山内 淳子
医療法人渓仁会札幌
西円山病院

・移動・移送に関する業務　演
習

宮下 麻波
医療法人渓仁会札幌
西円山病院

81
会場＋
自施設

09/01
|

10/21
100

6
----
6

6
----
6

・自施設で演習
※オンデマンド講義について
は、院内での集合研修は認め
られません。個人の講義視聴
用ID・パスワードを用いて各自
で受講してください。

14
----
14

23
----
23

・オンデマンド講義
視聴を期日までに終
了できる者
・オンデマンド講義
視聴に必要な準備
（オンデマンド講義
視聴アカウント用メー
ルアドレス、PC等視
聴機器及びインター
ネット環境の準備）が
できる方。
・看護補助者

(1)チームの一員
として、看護師の
指示のもと、安全
な看護補助業務
がおこなえるため
に必要な知識や
技術を習得でき
る。
(2)直接ケアを主
として行う看護補
助者向けに必要
な知識や技術を
習得し、看護
チームとして質の
高い看護を提供
できる。

【自施設で演習】(日本看護協会eラーニン
グを活用した) 看護補助者標準研修―看
護補助体制充実加算該当パッケージ２

80

【北海道看護協会で演習】(日本看護協会
eラーニングを活用した) 看護補助者標準
研修―看護補助体制充実加算該当パッ
ケージ１

会場 10/21

0.5

60

＜サードレベル公開講座＞社会システムと
労務管理

認定看護管理者教育課程サードレベル
フォローアップ－看護管理改善計画の実
践報告から学ぶ―

＜サードレベル公開講座＞社会保障制
度・政策の動向

認定看護管理者教育課程セカンド・サード
レベルフォローアップ－危機に備えた施
設・療養環境をデザインする！－

研修分類に基づく研修以外の研修
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 認定看護管理者教育課程

1 ファーストレベル 応募者　　　　　　　　 　300314 名

（１）開催期間　第1回　2025年5月21日～6月17日 受講者　　　 第1回　 98名

　　　　　　　　第2回　2025年9月25日～10月23日 第2回　102名

　　　　　　　　第3回　2026年1月14日～2月10日 第3回    95名

（２）カリキュラム・講師 　　　　　　　※オンライン形式、集合形式（全体会含む最終3日間）

授業形態

および時間

・社会保障制度の体系 小山　秀夫 兵庫県立大学大学院

・社会保障の関連法規

・保健医療福祉制度の体系 小山　秀夫 兵庫県立大学大学院

　地域包括ケアシステム

　地域共生社会

・看看連携 講義3 川添　恵理子 北海道医療大学

・地域連携における看護師の役割

・保健医療福祉関連職種の理解 講義3 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・看護の社会的責務と業務基準 松田　香織 埼玉あすか松伏病院

　看護関連法規

　倫理綱領

　看護業務基準

計 15【講義15】

・組織マネジメントに関する基礎知識 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・看護管理の基礎知識

・看護実践における倫理的課題 石垣　靖子 北海道医療大学大学院

・倫理的意思決定への支援

計 15【講義15】

・労務管理 吉村　英範 北海道社会保険労務士会

・就業規則

・雇用形態

・健康管理（メンタルヘルスを含む） 講義3 土屋　和枝 札幌秀友会病院

・勤務体制

・ワークライフバランス

・ハラスメント防止 講義3 小野　博子 北海道看護協会 

・チームマネジメント 濱田　安岐子 NPO法人　看護職キャリアサポート

・リーダーシップとメンバーシップ

・コミュニケーション

・ファシリテーション

・看護ケア提供方式 講義6 叶谷　由佳 横浜市立大学

・准看護師の指示と業務 講義3 浪岡　まさみ 札幌西円山病院

・看護補助者の活用

・成人学習の原理 上田　理恵 獨協医科大学

・役割理論

・動機づけ理論

・人材育成の方法

計 30【講義30】

・診療介護報酬制度の理解 講義6 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・経営指標の理解

・看護活動の経済的評価 講義6 金井Pak雅子 関東学院大学大学院

・医療看護情報の種類と特徴 宇都　由美子 NPOかごしま保健医療福祉サービスを考える会

・情報管理における倫理的課題（情報リテラシー）

計 18【講義18】

看護サービスの質管理 ・サービスの基本的概念 講義6 青木　菜穂子 トータルライフケアプロモーション

・看護サービスの質評価と改善 鄭　佳紅 山梨県立大学

・看護サービスと記録

・看護サービスの安全管理 講義6 木村　眞子 宮城大学大学院　

計 18【講義18】

演習 演習15 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

小野　博子 北海道看護協会 

菊地　弥佳 北海道看護協会 

高橋　若葉 北海道看護協会 

演習支援者 認定看護管理者教育課程セカンドレベル修了者

計 15【演習15】

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式【5】

・ヘルスケアシステム論Ⅰ　15 【講義15】

・組織管理論Ⅰ　　　　   　　15 【講義15】

・人材管理論Ⅰ　　　　　   　30　　 【講義30】

・資源管理論Ⅰ　　　　   　　18 【講義18】

・質管理Ⅰ　　　　　　　     　18 【講義18】

・統合演習Ⅰ　　　　　　    　15　 【演習15】

・開閉講式・ヒューマンネットワーク・ガイダンス【その他5】　　　

　　　合計　　　　　　　　　　　　116時間 【講義　96時間・演習　15時間・その他　5時間】

組
織
管
理

論
Ⅰ

組織マネジメント概論 講義12

看護実践における倫理 講義3

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ

社会保障制度概要 講義3

保健医療福祉サービスの提供体制 講義3

ヘルスケアサービスにおける看護の役割

講義3

看護チームのマネジメント 講義6

講義6

講師名

講義6

講義3

質
管
理
Ⅰ

講義6

教科目 単　元 単元内容

・学習内容を踏まえ、受講者が取り組
む課題を明確にし、対応策を立案す
る。統

合

演
習
Ⅰ

資
源
管
理
Ⅰ

経営資源と管理の基礎知識

看護実践における情報管理

人
材
管
理
Ⅰ

労務管理の基礎知識

人材育成の基礎知識
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2 セカンドレベル 応募者　　　　　　　9889 名

（１）開催期間　第1回　2025年6月20日～8月4日 受講者 第1回　　42名

　　　　　　　　 　第2回　2025年8月7日～9月22日 第2回　　45名

（２）カリキュラム・講師 ※集合形式、オンライン授業併用

授業形態 講師名

および時間

・日本における社会保障 濃沼　信夫 東北医科薬科大学

　人口構造、疾病構造の変化

　社会保障費の（財源）構造と推移

・保健医療福祉サービスの提供内容の実際 山路　憲夫 社会福祉法人つむぎ

  病院、看護小規模多機能型居宅介護、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
等

ヘルスケアサービスにおける多職種連携 ・多職種によるチームケア提供の実際と課題 講義3 下山　美由紀 栗山赤十字病院

計 15【講義15】

・組織分析 熊川　寿朗 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

・組織変革

・組織の意思決定 講義3 髙橋　久美子 北海道看護協会

・看護管理における倫理的課題 勝原　裕美子 オフィスKATSUHARA

・看護管理における倫理的意思決定

計 30【講義30】

・労務管理に関する今日的課題 江口　貴充 聖路加国際大学

・労働災害とその対策

・ハラスメント予防策と対応

・人員配置 講義6 田中　いずみ 手稲渓仁会病院

・勤務計画

・ワークライフバランス

・ストレスマネジメント 講義6 小平　さち子 元　けいゆう病院

・タイムマネジメント

・演習 演習3 小野　博子 北海道看護協会

・人的資源の活用 金井Pａｋ雅子 関東学院大学大学院

・リーダーシップの実際

・看護補助者の育成

・コンフリクトマネジメント 講義6 北浦　暁子 西武文理大学

・キャリア開発支援 講義6 福井　純子 北海道医療大学

・人材育成計画 講義6 北浦　暁子 西武文理大学

計 45【講義42・演習3】

・医業収支 熊川　寿朗 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

・経営指標の活用

・費用対効果

・適切な療養環境の整備 講義3 筧　淳夫 工学院大学

看護管理における情報管理 ・看護の評価・改善のための情報活用 講義6 宇都　由美子 NPOかごしま保健医療福祉サービスを考える会

計 15【講義15】

看護サービスの質保証 ・クオリティマネジメント 講義6 青木　菜穂子  トータルライフケアプロモーション

　医療・看護におけるクオリティマネジメント

・演習 演習3 小野　博子 北海道看護協会

安全管理 ・安全管理の実際 講義6 橋本　廸生 日本医療機能評価機構

・安全管理教育 講義12 木村　眞子 宮城大学大学院

・法令順守

・災害対策 講義3 筧　淳夫 工学院大学

計 30【講義27・演習3】

演習 講義3 熊川　寿郎 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

演習36 小野　博子 北海道看護協会

高橋　若葉 北海道看護協会

演習支援者 認定看護管理者

実習 小野　博子 北海道看護協会

計 45【講義3・演習42】

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式　【6】

・ヘルスケアシステム論Ⅱ 　15 【講義15】

・組織管理論Ⅱ　　　　　　 　30 【講義30】

・人材管理論Ⅱ　　　　　　 　45　　 【講義42・演習3】

・資源管理論Ⅱ　　　　　　 　15 【講義15】

・質管理Ⅱ　　　　　　　　　 　30 【講義27・演習3】

・統合演習Ⅱ　　　　　　　  　45　 【講義3・演習36・実習6】

・開講式・ヒューマンネットワーク・ガイダンス・全体会・閉講式【その他6】　　　

　　　合計　　　　　　　　　　186時間 【講義132時間・演習42時間・実習6時間・その他6時間】

教科目 単　元 単元内容

・地域連携を理解するための他施設実習を行う。（実習施設
は、受講者自身の所属種別以外の施設とする。）

人
材
管
理
Ⅱ

人事・労務管理

多職種チームのマネジメント

人材を育てるマネジメント

資
源
管
理
Ⅱ

経営資源と管理の実際

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ

社会保障制度の現状と課題

保健医療福祉サービスの現状と課題

組
織
管
理
論
Ⅱ

講義6

講義6

組織マネジメントの実際 講義21

看護管理における倫理 講義6

実習6

質
管
理
Ⅱ

統
合
演
習
Ⅱ

講義6

講義6

講義6

・自部署の組織分析に基づいた実践可能な改善計画を立
案する
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3 サードレベル

（１）開催期間　2025年11月5日～12月18日 応募者　　　　 27名
受講者　　　 23名

（２）カリキュラム・講師 ※集合形式、オンライン授業併用
授業形態
および時間

・社会保障の将来ビジョン 松田　晋哉 福岡国際医療福祉大学

・グローバルな視点から見た保健医療福祉

　WHOの活動、国連SDGs等

・看護制度の変遷と政策 坂本　すが 東京医療保健大学

・看護政策に関する審議会・検討会

・制度変化に伴う看護管理への影響と対応

・看護戦略とパワーの活用

・職能団体による政策への影響力

・ヘルスケアサービスのマーケティング 講義6 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・社会的企業（ソーシャルエンタープライズ）

・NGO・NPOのヘルスケアサービス

・ヘルスケアサービスのシステムの構築 講義6 青木　菜穂子 トータルライフケアプロモーション

・地域連携を基盤としたヘルスケアサービス

・在宅におけるヘルスケアサービス

・看護事業の開発と企業 講義3 川添　高志 ケアプロ株式会社

・テクノロジーの活用 講義3 小笠原　克彦 北海道大学大学院

計 30【講義30】

・組織のデザイン 任　和子 京都大学大学院

・組織間ネットワークのデザイン

・地域連携ネットワークのデザイン

・ダイバーシティ

・組織運営に必要な能力 講義6 宇都　由美子 NPOかごしま保健医療福祉サービスを考える会

・経営者に求められる役割と必要な能力

・組織戦略とパワーの活用 講義6 岩本　大希

・経営者としての成長と熟練

・組織における倫理的課題 志田　京子 大阪府立大学

・倫理的課題に対する組織的対応

計 30【講義24・演習6】

・賃金制度 講義6 熊谷　雅美 康心会汐見台病院

・人事考課

・労働関連法規の最新の動向

・建設的な労使関係の構築

・人材フローのマネジメント 講義6 松本　淳子 松原メイフラワー病院

・ハラスメントの組織対応

看護管理者の育成 ・能力評価のためのシステムの構築 講義6 松浦　正子 大阪信愛学院大学

・看護管理者の能力開発、活用

計 18【講義18】

・医療経営の特徴と課題 熊川　寿朗 グローバルヘルスマネジメント研究所

・戦略策定

・医療施設、介護福祉施設、訪問看護ステーション等 青木　菜穂子 トータルライフケアプロモーション

　の経営の特徴と課題　 照井　レナ 日本医療大学

・財務会計 桶谷　洋幸 桶谷・折原・板倉公認会計士共同事務所

・管理会計

・賃金管理

・関連法規の遵守 講義3 松田　香織 埼玉あすか松伏病院

・地域における情報共有・活用 講義3 宇都　由美子 NPOかごしま保健医療福祉サービスを考える会

計 30【講義30】

経営と質管理 ・ガバナンスとアカウンタビリティ 講義 6 高橋　奈津子 日本医療機能評価機構

・第三者評価（病院機能評価/国際的医療機関評価）

・医療・看護の質とデーター活用 講義12 鄭　佳紅 山梨県立大学

組織の安全管理 ・安全文化の醸成 木村　眞子 宮城大学大学院

・医療事故防止のための組織的対策

・危機管理 講義6 橋本　廸生 日本医療機能評価機構

計 30【講義30】
演習 演習36 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

講義3 青木　菜穂子 トータルライフケアプロモーション

髙橋　久美子 北海道看護協会

小野　博子 北海道看護協会

高橋　若葉 北海道看護協会

演習支援者 認定看護管理者

実習 経営の実際を学ぶための実習を受講者自身が企画し実施
する。（シャドウイング等）

演習6 小野　博子 北海道看護協会

計

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式　【６】

【講義30】

【講義24・演習6】

【講義18】

【講義30】

【講義30】

【演習42・講義3】

　　・開講式・ガイダンス ・ヒューマンネットワーク・閉講式  【その他　3】　　　

　　　合計　　　　　　　186時間     【講義　135時間・演習42時間・実習6時間　その他　3時間】

講義6

講義12

講義 6

講義 6

・学習内容を踏まえ受講者自身が演習内容を企画し実施
する。例１　自組織について分析し、組織の改善計画を立
案する。または、トップとして組織を分析し改善計画を立案
する。例2　保健医療福祉組織や看護の現状について、保
健医療福祉に関する統計データを分析し、保健医療福祉
サービス提供体制の改革ビジョンを策定する。例3　保健医
療福祉に関する政策提言を行う。

　　・ヘルスケアシステム論Ⅲ　30

人
材
管
理
Ⅲ

社会システムと労務管理

資
源
管
理
Ⅲ

経営戦略

財務管理

組織的情報管理

45【講義3・演習42】

統
合
演
習
Ⅲ

質
管
理
Ⅲ

　　・組織管理論Ⅲ　　　　　　  30

　　・人材管理論Ⅲ　　　　　　  18　　

　　・資源管理論Ⅲ　　　　　  　30

　　・質管理Ⅲ　　　　　　　　 　 30

　　・統合演習Ⅲ　　　　　　 　  45　

教科目 単　元 単元内容 講師名

WyL株式会社

組
織
管
理
論
Ⅲ

組織デザインと組織運営 講義 6

組織における倫理 講義 6
演習 6

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅲ

社会保障制度・政策の動
向

講義6

看護制度・政策の動向 講義6

ヘルスケアサービスの創造

-20-



Ⅲ 訪問看護師養成講習会（北海道委託事業）
1 開催期間 2025年4月21日～11月25日

2 応募・受講・修了状況 コース内訳

57 名 ( 申込率 ) 申込者 57 57

(3) 受講者数 55 名 ( 受講率 ) 受講者 55 55

(4) 修了者数 52 名 ( 修了者累計 ) 修了者 52 52

３ 訪問看護師養成フォローアップ研修 応募受講状況

50% 88% 70%応募率(%)

受講率(%) 40% 80% 62%

(1) 受講定員 60 名

在宅における緩
和・看取りケア

急変時の
看護

(2) 申込者数(2025年度）

スキンケア・ストマ
ケア・フットケア

2025 合計

95.0%

91.7%

1,640名

分散

2

50

5
受講者のうち
訪問看護師養成
講習会受講中

2

50

受講者(人) 24 40 31

30 44 35

定員 60

応募者(人)
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4. カリキュラム・担当講師等一覧
◎ｅラーニングの講義科目および学習内容、時間（目安）
科目 時間
第1章 1節 保健医療福祉をめぐる社会的動向と訪問看護のニーズ 17分26秒

2節 訪問看護の歴史 11分09秒
3節 訪問看護の定義及び理念と機能 12分33秒
4節 訪問看護をめぐる諸制度（前編） 09分30秒

訪問看護をめぐる諸制度（後編） 16分01秒
5節 訪問看護ステーションの開設・運営の基礎 22分23秒
6節 訪問看護の質の評価 17分57秒
7節 訪問看護で起こり得る倫理的課題と対応 24分08秒
テスト 第1章確認テスト

小計 2時間11分7秒
第2章 1節 地域包括ケアシステム 15分22秒

2節 関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（前編） 16分24秒
関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（中編） 11分34秒
関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（後編） 15分16秒

3節 ケアマネジメント 15分02秒
4節 在宅移行支援 20分54秒
テスト 第2章確認テスト

小計 1時間34分32秒
第3章 1節 リスクマネジメント概論 23分44秒

2節 感染管理(前編） 17分43秒
感染管理(後編） 11分33秒
【参考映像】訪問看護師のための在宅感染予防 (32分05秒)
【参考映像】訪問看護師のための在宅感染予防・第2巻 (25分20秒)

3節 災害対応(前編） 17分01秒
災害対応(後編） 14分53秒

テスト 第3章確認テスト
小計 1時間24分54秒

第4章 1節 在宅療養者の特性 07分30秒
2節 在宅療養者を支える家族の特性（前編） 11分11秒

在宅療養者を支える家族の特性（後編） 17分50秒
3節 在宅療養者を取り巻く地域 10分01秒
テスト 第4章確認テスト

小計 46分32秒
第5章 1節 訪問看護過程 13分47秒

2節 訪問看護の実際 12分18秒
【参考映像】～いのちと生活を看護る～訪問看護サービス (34分58秒)
【参考映像】 こんにちは 訪問看護です (06分53秒)

3節 訪問看護記録 15分09秒
テスト 第5章確認テスト

小計 41分14秒
第6章 1節 訪問看護展開のための知識・技術

１項 療養生活の支援Ⅰ 14分47秒
２項 療養生活の支援Ⅱ 12分36秒

療養生活の支援Ⅱ 13分10秒
療養生活の支援Ⅱ 11分57秒

３項 療養生活の支援Ⅲ 12分49秒
療養生活の支援Ⅲ 15分43秒

４項 療養生活の支援Ⅳ 19分10秒
５項 療養生活の支援Ⅴ 移動と社会とのつながり（社会参加） 14分33秒
６項 コミュニケーション技術Ⅰ 概論 15分52秒
７項 コミュニケーション技術Ⅱ 面接技術 12分31秒
テスト 第6章1節1項～7項 確認テスト

小計 2時間23分08秒
８項 フィジカルアセスメント 概論 18分43秒
９項 呼吸のフィジカルアセスメント 17分31秒
10項 循環系のフィジカルアセスメント 13分22秒
11項 神経系のフィジカルアセスメント 17分30秒
12項 リハビリテーション看護Ⅰ 11分57秒

リハビリテーション看護Ⅰ 16分49秒
13項 リハビリテーション看護Ⅱ 摂食・嚥下リハビリテーション（前編） 16分56秒

リハビリテーション看護Ⅱ 摂食・嚥下リハビリテーション（後編） 10分06秒
【参考映像】①摂食嚥下のメカニズム (02分06秒)
【参考映像】②RSST（Repetitive Saliva Swallowing Test) (01分14秒)
【参考映像】③改訂水飲みテスト（MWST） (02分35秒)
【参考映像】④食物テスト(FT） (01分56秒)

14項 服薬管理（前編） 07分59秒
服薬管理（後編） 13分08秒

テスト 第6章1節8項～14項 確認テスト
小計 2時間24分01秒

（ 参考映像等合計7分51秒）

※参考映像等は含まない

概論（前編）
概論（後編）

食事・栄養管理（後編）
排泄と清潔（前編）
排泄と清潔（後編）
衣生活と睡眠・休養

訪問看
護展開
論

（ 参考映像等合計41分51秒）

※参考映像等は含まない

訪問看
護技術
論

療養生活の環境
食事・栄養管理（前編）
食事・栄養管理（中編）

訪問看
護対象
論

内容 担当講師

訪問看
護概論

在宅ケ
アシステ
ム論

リスクマ
ネジメン
ト論

（ 参考映像等合計57分25秒）

※参考映像等は含まない
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科目 時間内容 担当講師
2節 医療処置別の知識・技術
1項 経管栄養法 20分10秒

【参考映像】QOLを考慮した安全で簡便な半固形流動食投与システム (12分14秒)
【参考映像】動画でわかる 自然落下法について (08分25秒)

2項 中心静脈栄養法（前編） 12分46秒
中心静脈栄養法（後編） 11分19秒

3項 末梢輸液管理 22分06秒
4項 スキンケアと褥瘡ケアⅠ 17分11秒

スキンケアと褥瘡ケアⅠ 16分00秒
5項 スキンケアと褥瘡ケアⅡ 褥瘡の評価 09分33秒
6項 スキンケアと褥瘡ケアⅢ 局所ケアと在宅褥瘡ケアの特徴(前編) 13分17秒

スキンケアと褥瘡ケアⅢ 局所ケアと在宅褥瘡ケアの特徴(後編) 10分50秒
【参考映像】ドレッシング材の交換 (05分44秒)

テスト 第6章2節1項～6項 確認テスト
小計 2時間13分12秒

7項 ストーマケアⅠ 概論 17分08秒
【参考映像】ストーマ装具の交換 (13分51秒)

8項 ストーマケアⅡ 生活支援 10分09秒
ストーマケアⅡ 生活支援 14分02秒

9項 間欠自己導尿・膀胱留置カテーテル 18分16秒
10項 腹膜透析（在宅自己腹膜灌流）Ⅰ概論 11分36秒
11項 腹膜透析（在宅自己腹膜灌流）Ⅱ 17分32秒

【参考映像】①出口部のケア (01分49秒)
【参考映像】②ツインバッグの交換手順(1) (29分43秒)
【参考映像】②ツインバッグの交換手順(2) (24分16秒)

12項 在宅酸素療法（前編） 12分15秒
在宅酸素療法（後編） 9分20秒
【参考映像】①在宅酸素療法における火気取扱いの注意 (06分42秒)
【参考映像】②携帯用酸素ボンベの取扱いの注意 (08分03秒)

(06分41秒)
13項 在宅人工呼吸療法Ⅰ NPPV 12分17秒

【参考映像】今日から始める NPPV療法　－導入編－ (37分48秒)
14項 在宅人工呼吸療法Ⅱ IPPV 15分47秒
テスト 第6章2節7項～14項 確認テスト

小計 2時間18分21秒
3節 対象別の知識・技術
1項 急変時の看護 18分56秒

【参考映像】AEDの取扱い (06分18秒)
2項 がん看護（前編） 12分01秒

がん看護（中編） 11分26秒
がん看護（後編） 16分53秒

3項 認知症の人の看護（前編） 19分41秒
認知症の人の看護（中編） 12分20分
認知症の人の看護（後編） 13分28秒

4項 精神障がい者の看護（前編） 15分24秒
精神障がい者の看護（中編） 13分57秒
精神障がい者の看護（後編） 15分53秒
【参考映像】はじめよう 精神科訪問看護 (29分18秒)

5項 難病の人の看護 23分49秒
テスト 第6章3節1項～5項 確認テスト

小計 2時間53分48秒
6項 疾患や障がいのある小児の看護Ⅰ 概論 16分00秒
7項 疾患や障がいのある小児の看護Ⅱ 18分02秒

【参考映像】小児在宅医療の実際・介護家族へのインタビュー (20分54秒)
8項 エンドオブライフケアⅠ 概論 13分42秒
9項 エンドオブライフケアⅡ 18分07秒
10項 エンドオブライフケアⅢ 14分15秒

【参考映像】在宅ホスピスケア (29分40秒)
テスト 第6章3節6項～10項 確認テスト

小計 1時間20分06秒
合計 20時間10分55

※ｅラーニングは、日本訪問看護財団で行っているｅラーニングを活用します。
※ｅラーニング受講期間は5か月間です。
※5か月の受講期間が過ぎても、1か月間は確認のための視聴可能です。

◎ｅラーニング以外の科目一覧
科目 日数 時間

1 6
3 18
1 6

Ⅶ～Ⅸ   日数計 6 36
※ｅラーニング以外のカリキュラムは、「訪問看護人材養成基礎カリキュラム(日本訪問看護財団)」に準じる。
※「*」は北海道看護協会独自の科目です。

Ⅷ
その他

１）ヒューマンネットワーキング＊
1 6 講習会担当者２）各種オリエンテーション、

開講式・閉講式

Ⅶ
実習
(30時間)

１）施設見学（施設紹介） 施設名 別記載２）施設実習
３）実習報告会・発表会 講習会担当者

（ 参考映像等合計50分34秒）

※参考映像等は含まない
ｅラーニング学習時間 （ 参考映像合計6時間47分33秒）

内容 担当講師・所属

（ 参考映像等
合計35分36秒）

※参考映像等は含まない

家族支援と社会資源の活用

症状緩和ケア
家族支援を含む社会的ケア

※参考映像等は含まない

概論（前編）
概論（後編）

（ 参考映像等合計26分23秒）

※参考映像等は含まない

訪問看護の実際

【参考映像】③今日から始める自己管理～呼吸リハビリテーションの実践～

（ 参考映像等
合計3時間8分53秒）
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◎講師及び実習施設一覧
＜施設紹介＞（講義形式 web）

中出 浩二 医療法人社団 静和会 札幌市西区第１地域包括支援センター
山﨑 麗子 医療法人 晴生会 介護老人保健施設 サンビオーズ新琴似
森 明恵 社会医療法人社団 愛心館 来夢ライン療養通所介護事業所
白﨑 行 社会福祉法人 札幌シニア福祉機構 特別養護老人ホーム 青葉のまち
佐藤 さくら 医療法人愛全会 介護ホーム事業室
島 輝明 医療法人愛全会 グループホームこがね虫の家

＜見学施設＞

＜実習施設＞
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 江差地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌中央訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌南訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌東訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌手稲訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌白石訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌厚別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌豊平訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌清田訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌北訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 江別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 当別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 岩見沢訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 砂川訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 登別地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 苫小牧地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 旭川地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 美瑛訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 北見地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 北見西部地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 帯広地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 中標津訪問看護ステーション

訪問看護ステーションここね
医療法人晴生会 グラーネ訪問看護ステーション
医療法人社団研仁会 北海道脳神経外科記念病院 訪問看護いづみ
株式会社ナースエナジー 灯 訪問看護
医療法人稲生会 訪問看護ステーションくまさんの手
株式会社ehamo 訪問看護ステーションNorth Bell
社会医療法人恵和会 訪問看護ステーション水源地すずらん
医療法人徳洲会 緩和ケア訪問看護ステーション札幌
医療法人社団平郁会 訪問看護ステーションそよ風
バレーペアレンツ株式会社 なごみ訪問看護
社会福祉法人三草会 訪問看護ステーションアシスト篠路
NPO法人ソルウェイズ 訪問看護ステーションあみえる
社会医療法人社団三草会 訪問看護ステーションアシスト
社会医療法人禎心会 訪問看護ステーション禎心会東 
社会医療法人 豊生会 訪問看護ステーションなごみ
合同会社Grace.I 訪問看護ステーション恵
深川市立病院 訪問看護ステーションみのり
日本赤十字社 伊達赤十字訪問看護ステーション
医療法人 登別すずらん病院 訪問看護ステーションすずらん
医療法人社団同行会うらかわエマオ診療所 
浦河赤十字病院
国立病院機構 旭川医療センター 訪問看護ステーションはなさき
社会医療法人孝仁会 訪問看護ステーションはまなす

医療法人 愛全会 グループホームこがね虫の家
社会福祉法人 栄和会 介護老人保健施設 あつべつ

医療法人社団 静和会 札幌市西区第１地域包括支援センター
医療法人 晴生会 介護老人保健施設 サンビオーズ新琴似
社会医療法人社団 愛心館 来夢ライン療養通所介護事業所
社会福祉法人 札幌シニア福祉機構 特別養護老人ホーム 青葉のまち
医療法人 愛全会 アン・ベルアミィ グループホーム
医療法人 愛全会 グループホーム舞
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Ⅳ 保健師助産師看護師実習指導者講習会（北海道委託事業）
１ 開催期間 2025年7月7日～2026年2月6日
２ 申込者 127名 （第1回71名・第2回56名） 受講者 125名 （第1回69名・第2回56名） 修了者 125名（第1回69名・第2回56名）

（修了者累計 3546名）
※eラーニング＋ライブ配信研修＋会場研修

区分 内容 単位数 時間数

教育原理 1 15

教育方法 1 15

教育心理 1 15

教育評価 1 15

看
護
論

看護論 1 15

看
護
教
育

課
程

看護教育課程論 1 15

1 15

実習指導の原理と実際 (9)

 カンファレンスでの指導 (6)

1 15

看護過程 (9)

事例検討 (3) 事例検討の意義と方法について理解する。

臨床倫理 (3)

1 15

指導案作成 (9)

実習指導の評価 (6)

指導案の必要性、指導案の考え方、指導案の構成と作成
過程について理解する。 安藤 陽子

 札幌保健医療大学 保健医療学部看護学科
   准教授

臨地実習における評価の意義、目的、およびその方法を理解
する。

専
門
分
野

【
8
単
位
1
6
5
時
間
】

人間の健康や看護の考え方、看護実践の基盤となる倫理に
ついて学び、看護についての視野を広げ、自己の看護観を明
確にする。

eラーニング

看護基礎教育における様々な教育課程の概要や、各看護
学の特徴を学び、実習指導につなげる。 eラーニング

実
習
指
導
の
基
盤

実習指導方法論Ⅰ

実習指導方法論Ⅲ 実習指導の展開や、実習における評価の意義や方法について理解する。

実習指導の基本と実習指導者のあり方等について理解する。

①看護基礎教育における臨地実習の位置づけや特徴、実
習指導者の役割について理解する。
②実習施設としての体制づくりや実習環境の整備、臨地実
習における医療安全について理解する。
③臨地実習中の指導者の活動について、具体的な場面、事
例を通して理解する。

片岡 和江
勤医協札幌看護専門学校 専任教員
安西 啓恵
医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 副看護部長
倉橋 由恵
医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 看護師長

①カンファレンスの意義と方法について理解する。
②カンファレンスでの指導者の役割と指導方法について理解
する。

福良 薫
北海道科学大学 保健医療学部看護学科 教授

実習指導方法論Ⅱ 看護過程の理論を深め、学生の成長を促す実習指導について理解する。

看護過程について理解を深め、理論的根拠に根ざした看護
過程の展開の指導方法を理解する。

唐津 ふさ
北海道医療大学 看護福祉学部看護学科 准教授

前田 明子
天使大学 看護栄養学部看護学科 元教授

臨床倫理の観点から情報をどう扱うか、また、実習における倫
理的問題について看護者としてのスタンスや解決方法を学
ぶ。

稲葉 佳江
  札幌保健医療大学  元学長・名誉教授

科目名 科目のねらい 講師

基
礎
分
野

【
4
単
位

6
0
時
間
】

教
育
の
基
盤

教育とは何か、教育の本質、目的、教育活動の特性等基本
的な知識、概念及び、教育の基本についての概念を理解す
る。

eラーニング

学ぶとはどういうことか、授業形態、教育方法の基本知識及
び必要な理論を学ぶ。 eラーニング

人間の発達と学習過程における心理的な特徴について、基
本的な知識及び必要な理論を学ぶ。また、成長発達に伴う
学習者の反応や状況を心理学的に理解できる。

eラーニング

教育評価の目的、機能、方法等基本概念を学び、授業形
態（講義・演習・実習）に応じた評価の方法を学ぶ。 eラーニング
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区分 内容 単位数 時間数科目名 科目のねらい 講師

3 90

看護過程演習
(演習Ⅰ） (15)

実習指導の実際演習
（演習Ⅱ・Ⅲ） (75)

12
単位

225
時間

特
別
講
義

(9)

(16)

12
単位

253
時間

○ 演習(第1回)（第2回）助言者

北海道科学大学保健医療学部看護学科 武田 かおり ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院 黒田 佳恵
〃 八木 法子 公益社団法人北海道勤労者医療協会勤医協中央病院 梅下 真由美

日本医療大学保健医療学部看護学科 滋野 和恵 医療法人風のすずらん会江別すずらん病院 藤﨑 こずえ
北海道医療大学看護福祉学部看護学科 吉藤 美幸 医療法人渓仁会札幌西円山病院 永島 智織理

社会医療法人医仁会中村記念病院附属看護学校 岡田 千佐子 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院 松本 彩
国立大学法人北海道大学北海道大学病院 三浦 拓己 〃 鈴木 浩子

〃 坂元 明子 医療法人札幌山の上病院 千田 真弓
札幌市病院局 市立札幌病院 境谷 真理 社会医療法人恵佑会札幌病院 高田 千秋

〃 岩間 美智子
北海道公立大学法人札幌医科大学附属病院 干場 麻央

川村 明子

総単位・総時間

今澤 輝隆
北海道保健福祉部地域医療推進局
  看護政策担当課長
山本 純子
公益社団法人北海道看護協会 常務理事

人間関係論

演習助言者
（別記）

単位・時間

単
位
時
間
外
講
義

特
別
講
義

医療と看護の動向 (3) 医療制度の改革を含め医療の現状と看護に及ぼす影響、看
護の動向を知り、今後の看護の展望を理解する。

対人的行動の意味を学び、看護実践、臨地実習指導場面
で学生、患者、指導者などの人間関係を考える上で活用す
る。

佐藤 至英
  北翔大学 生涯スポーツ学部スポーツ教育学科 元教授

その他
（開・閉講式、オリエンテーション）

実習指導方法演習 実習指導者として看護実践能力の向上を図り、臨地実習の目標達成に向けた効果的な実習指導ができるよう、
望ましい指導者としてのあり方を学ぶ。

実践した看護の振り返りをとおし看護過程の理解を深め、実
習指導を行ううえで必要なこと、重要なことが理解できる。

演習助言者
（別記）

①実習指導者としての自己の課題を明確にできる。
②臨地実習指導の展開について理解を深め、望ましい臨地
実習指導のあり方を考察する。
③自施設における実習指導者としての自己の役割と今後の
方向性を明確にする。
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Ⅴ 保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）（北海道委託事業）
1 開催期間 2025年8月18日～8月28日（講義 ライブ配信研修 演習 ライブ配信研修・会場開催）
2 応募者 21名 受講者 21名
3 修了者 20名 （修了者累計 236名）

目標及び内容 時間数 講師

・教育の意義や基礎的な概念について学ぶ。
・人間の発達と学習過程における青年期の心理的な特
徴について人間の成長・発達段階に合わせて理解する。

3

 山谷 敬三郎
北翔大学 学長
大学院 生涯学習学研究科 教授
教育文化学部 教育学科 教授

・教育の基本的な方法や技術、評価方法について理解
する。 3

 佐藤 淳
北海学園大学 副学長
大学院 経営学研究科 教授
経営学部 教授

Ⅰ-１
<看護教育課程論>

看護基礎教育の概要と実習に求められている課題を理
解する。
＊看護教育課程、教育計画、実習計画

3
 笠井 真利子
中村記念病院附属看護学校
副学校長

Ⅰ-２
<実習指導の原理>

実習指導の基本と実習指導者のあり方について理解す
る。
＊実習指導の意義・目的、実習指導者の役割

3
 前田 明子
天使大学
看護栄養学部 看護学科 元教授

<実習指導の実際>
実習指導方法を理解する。
＊指導計画の立案と指導方法

3
 門間 正子
日本医療大学
保健医療学部 看護学科 元教授

<各看護学の実習の概要>
各看護学実習の概要を理解する。

・老年看護学実習の概要
・地域・在宅看護論実習の概要
・公衆衛生看護学実習の概要

1

藤﨑 こずえ（老年看護学）
江別すずらん病院 看護部顧問
森 美穂（地域・在宅看護論）
中村記念病院附属看護学校 副教務主任
安藤 陽子（公衆衛生看護学）
札幌保健医療大学
保健医療学部 看護学科 准教授

実習指導の展開について理解を深め、かつ、臨地実習の
中で体験する指導場面別の役割や方法について演習を
通して学ぶ。
＊実習指導案の作成
＊実習指導計画の展開と評価
＊発表

28

岡田 千佐子
中村記念病院附属看護学校 非常勤講師

<上掲>
藤﨑 こずえ 森 美穂 安藤 陽子

1  山本 純子
北海道看護協会 常務理事

4

合計時間数 49

そ
の
他

特別講義 「看護の動向」

開講式・閉講式・その他

科目

実
習
指
導
の
基
礎

教
育
の
基
礎

Ⅰ-３
<実習指導の実際>

教育原理・教育心理

教育方法・評価方法

実習指導の実際Ⅱ
（演習）

実習指導の実際Ⅰ （講義）
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Ⅵ支部担当研修（北海道委託事業）
１　開催内容、申込・受講状況

申込者 申込率

受講者 受講率

・看護の動向 小宮 裕子
函館赤十字病院

・呼吸・循環フィジカルアセスメ
ント

大山 隼人
市立函館病院
クリティカルケア認定
看護師
集中ケア認定看護師

・脳神経・腹部フィジカルアセ
スメント

十文字 英雄
市立函館病院
クリティカルケア認定
看護師
集中ケア認定看護師

・看護の動向 豊岡 裕子
森町国民健康保険病
院

・褥瘡0を目指して！
―効果的なポジショニング術
－

仙石 真由美
社会福祉法人函館厚
生院函館五稜郭病院
皮膚・排泄ケア認定看
護師

・看護の動向 濱崎 弓子
小樽市立病院

・医療現場で直面する倫理的
問題を事例から考える

作田 麻由美
小樽市立病院
急性・重症患者看護
専門看護師

・災害は突然に 
いざというときの備えを考える
・グループディスカッション

鬼塚 美玲
公立大学法人札幌市
立大学 看護学部

・看護の動向 中田 友紀
ＪＡ北海道厚生連ニセ
コ羊蹄広域　倶知安
厚生病院

・グループディスカッション 伊藤 惠
ＪＡ北海道厚生連ニセ
コ羊蹄広域　倶知安
厚生病院

・グループディスカッション 斉藤 友紀子
社会福祉法人北海道
社会事業協会岩内病
院

・グループディスカッション 山下 茜
社会福祉法人北海道
社会事業協会余市病
院

・看護の動向 大山 利枝
国家公務員共済組合
連合会斗南病院

・フィジカルアセスメント（総論）
・グループワーク（呼吸器/循環
器/消化器/脳神経）
・クロージング

田村 真美
社会医療法人北海道
恵愛会札幌南三条病
院

・フィジカルアセスメント（呼吸
器）
・グループワーク（呼吸器/循環
器/消化器/脳神経）

今井 崇
ＮＴＴ東日本札幌病院

・フィジカルアセスメント（循環
器）
・グループワーク（呼吸器/循環
器/消化器/脳神経）

岡村 英明
ＮＴＴ東日本札幌病院

・フィジカルアセスメント
（脳神経）
・グループワーク（呼吸器/循環
器/消化器/脳神経）

藤岡 純
独立行政法人国立病
院機構北海道医療セ
ンター

・フィジカルアセスメント
（消化器）
・グループワーク（呼吸器/循環
器/消化器/脳神経）

赤松 湧希
医療法人徳洲会札幌
東徳洲会病院

・看護の動向
・看護管理の基本

浪岡 まさみ
医療法人渓仁会札幌
西円山病院
認定看護管理者

・スタッフ育成 土屋 和枝
医療法人秀友会札幌
秀友会病院
認定看護管理者

・師長補佐の役割と実際
・グループディスカッション

竹内 敬子
医療法人渓仁会札幌
西円山病院

支部担当研修会

※申込率：申込者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)　　　　※小数点以下四捨五入

No. 研修名
開催
期間

開催
日数

定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師
担当
支部

30
49
----
46

163
----
153

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

フィジカルアセス
メントを学び看護
実践に活かす。

1 道南南支部
＜北海道委託＞（支部担当）
フィジカルアセスメント能力向
上

06/27
|

06/28
2

20
31
----
22

155
----
110

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療、介護関係者

褥瘡ケアの基本
を理解し、自施
設で活用すること
ができる

2 道南北支部
＜北海道委託＞（支部担当）
褥瘡0を目指して！－効果的
なポジショニング術－

08/01 1

30
28
----
27

93
----
90

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

専門職に求めら
れている倫理と
は何かを理解す
る3 小樽支部

＜北海道委託＞（支部担当）
医療現場で直面する倫理的
問題を事例から考える

10/04 1

30
36
----
30

120
----
100

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

災害看護の基本
的知識を習得し
自施設で活用す
る

4 後志支部
＜北海道委託＞（支部担当）
災害は突然に ～いざという
時の準備を考える～

10/04 1

30
40
----
28

133
----
93

・臨床経験3年以上
の方・2日間とも終日
参加できる方

・保健師・助産師・看
護師

看護実践の基礎
であるフィジカル
アセスメントを学
び、日々の看護
実践に活かす。

5 札幌第1支部
＜北海道委託＞（支部担当）
看護実践に活かすフィジカル
アセスメント

10/01
|

10/02
2

100
80
----
78

80
----
78

・2日間とも終日参加
できる者

・看護師長・主任・師
長補佐の任にある者

看護管理に必要
な基本的知識を
学び、部署内の
活性化に向けた
方法を見出すこ
とができる。

6 札幌第2支部
＜北海道委託＞（支部担当）
看護管理者研修

09/11
|

09/12
1.5
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申込者 申込率

受講者 受講率
No. 研修名

開催
期間

開催
日数

定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師
担当
支部

・看護の動向 鈴木 千春
ＪＣＨＯ北海道病院

・どうする？新入職員教育～新
入職員の特性を知ろう～
・グループワーク

白石 直美
学校法人　滋慶学園
札幌看護医療専門学
校

・看護の動向 市戸 理恵
医療法人渓和会江別
病院

・人生最終段階における意思
決定支援
～看護の連携で本人ご家族に
寄り添おう
・情報交換会　発表

今野 好江
社会医療法人禎心会
訪問看護ステーション
禎心会東

・人生最終段階における意思
決定支援
～看護の連携で本人ご家族に
寄り添おう
・情報交換会　発表

沢井 直美
社会医療法人母恋天
使病院

・看護の動向 三浦 尚子
市立三笠総合病院
認定看護管理者

・身体拘束に関する基本的知
識と
倫理上の問題について

三浦 直子
医療法人聖愛会発寒
リハビリテーション病院
老人看護専門看護師

・身体拘束をしない
ケアの実際

増森 美由紀
医療法人社団明日佳
桜台明日佳病院
認知症看護認定看護
師

・看護の動向 佐川 真知子
市立芦別病院

・人生会議－そこに主役はいる
んかい？－

田村 慎弥
砂川市立病院

・看護の動向 山内 哲子
医療法人財団五紀会
室蘭太平洋病院

・地域包括ケアシステム、在宅
療養支援について

工藤 美香
社会医療法人母恋日
鋼記念病院
在宅看護専門看護師

・地域包括ケアシステム、在宅
療養支援について

吉田 加代子
ＪＣＨＯ登別病院付属
訪問看護ステーション

・看護の動向 本多 志津
医療法人社団養生館
苫小牧日翔病院

・身体拘束削減に向けた
ケア技術と報酬評価基準
の看護ケアについて

桂川 厚子
医療法人王子総合病
院
認知症看護認定看護
師

・看護の動向 木下 淑子
医療法人徳洲会日高
徳洲会病院

・基本的な院内感染対策にに
ついて～ポストコロナを踏まえ
て～

佐藤 紗加
総合病院浦河赤十字
病院
感染管理認定看護師

・看護の動向 古川 美砂
市立旭川病院

・【講義】
総合診療・在宅診療について
・グループワーク全体会

西村 涼
社会医療法人道北勤
労者医療協会道北勤
医協一条通病院

・【実践報告】
在宅診療の実際と連携
・グループワーク全体会

山本 亜紀
社会医療法人道北勤
労者医療協会道北勤
医協一条通病院

・【実践報告】
在宅診療の実際と連携
・グループワーク全体会

片岡 千晶
社会医療法人道北勤
労者医療協会訪問看
護ステーションぬくもり
ポート

・看護の動向 野原 弘子
士別市立病院

・家でも呼吸が楽に過ごせる呼
吸器疾患患者の看護ケア

澤田 知樹
名寄市立総合病院

40
67
----
65

168
----
163

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

新入職員の特性
を理解し、自施
設での教育に役
立てる。7 札幌第3支部

＜北海道委託＞（支部担当）
どうする？新入職員教育～
新入職員の特性を知ろう～

07/25 1

40
45
----
37

113
----
93

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療、介護関係者

人生最終段階に
おける意思決定
支援について自
己の課題を明ら
かにできる

8 札幌第4支部

＜北海道委託＞（支部担当）
人生最終段階における意思
決定支援～看護の連携で本
人ご家族寄り添おう）

08/02 1

80
112
----
101

140
----
126

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

倫理的な視点で
身体拘束につい
て理解を深め、
尊厳を保持した
看護について考
えることができ
る。

9 南空知支部
＜北海道委託＞（支部担当）
身体拘束をしないケアの実
現に向けて

09/06 1

60
64
----
61

107
----
102

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

人生会議（ACP）
の主役の意思を
尊重し、つなげる
ための連携の重
要性がわかる。

10 北空知支部
＜北海道委託＞（支部担当）
人生会議－そこに主役はい
るんかい？－

07/26 1

100
68
----
63

68
----
63

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

災害看護の基本
的知識を習得す
る。

11 室蘭支部
＜北海道委託＞（支部担当）
地域包括ケア推進のための
看看連携　（ライブ配信研修）

08/23 1

80
72
----
66

90
----
83

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

身体拘束に関す
る診療・介護報
酬を理解する。

12 苫小牧支部

＜北海道委託＞（支部担当）
身体拘束削減に向けたケア
技術と報酬評価基準の看護
ケアについて　（ライブ配信
研修）

09/06 1

50
34
----
32

68
----
64

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

基本的な感染対
策について学
び、院内感染が
最小限となるよう
行動できる。13 日高支部

＜北海道委託＞（支部担当）
基本的な院内感染対策につ
いて～ポストコロナを踏まえ
て～

09/20 1

40
35
----
32

88
----
80

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療、介護関係者

1.地域医療を取
り巻く環境・課題
について知る2.
在宅療養に関わ
る職種とその役
割・連携につい
て知る

14 上川南支部

＜北海道委託＞（支部担当）
住み慣れた地域で「その人ら
しく生きる」を支えるために ～
在宅診療の現場から学ぶ、
つながる支援のかたち～

09/20 1

20
9
----
8

45
----
40

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

呼吸器疾患患者
のアセスメントの
基礎と、在宅でも
苦痛が少なく過
ごせる看護ケア
について学ぶ。

15 上川北支部
＜北海道委託＞（支部担当）
家でも呼吸が楽に過ごせる
呼吸器疾患の看護ケア

10/04 1
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申込者 申込率

受講者 受講率
No. 研修名

開催
期間

開催
日数

定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師
担当
支部

・看護の動向 横田 信之
留萌市立病院

・講義（人生会議） 三浦 直子
医療法人聖愛会発寒
リハビリテーション病院
老人看護専門看護師

＜北海道委託＞（支部担当）
ACP～自分らしい最後の迎
え方～あなたの一言がきっか
けに（会場研修）

25
4
----
3

16
----
12

・看護の動向 堀 昌恵
稚内市役所　健康づく
り課

＜北海道委託＞（支部担当）
ACP～自分らしい最後の迎
え方～あなたの一言がきっか
けに（ライブ配信研修）

25
39
----
35

156
----
140

・ACP 玉置 龍馬
グループホームあった
か大黒館

・看護の動向 日高 幸恵
北見赤十字病院

・講義「メンタルヘルスとセルフ
ケアの知識を深めよう」
・演習「自分の考え方のクセを
知るワーク」

武田 美恵子
北見赤十字病院
精神看護専門看護師

・看護の動向 工藤 妹津子
広域紋別病院

・高齢者への口腔ケア 前田 純子
株式会社Maetano　保
険外看護サービス
Ramm's　訪問看護ス
テーションぷらちな
摂食・嚥下障害看護
認定看護師

・看護の動向 林 かおる
公益財団法人北海道
医療団帯広第一病院

・災害発生時の看護師の働き
・グループワーク

谷尻 智美
清水赤十字病院
救急看護認定看護師

・グループワーク 高橋 久美子
清水赤十字病院

・グループワーク 伊藤 由香
清水赤十字病院

・グループワーク 高橋 亜紀
清水赤十字病院

・グループワーク 旭 瑞穂
清水赤十字病院

・看護の動向 金森 美香
独立行政法人労働者
健康安全機構釧路労
災病院

・心不全看護 本間 渉
市立釧路総合病院

・看護の動向 竹中 美穂
町立別海病院

・災害看護研修会 三上 育子
市立釧路総合病院
救急看護認定看護師

・保健師、助産師、
看護師、准看護師、
医療・介護関係者

患者・利用者が
人生の最後まで
自分らしく生きる
ことができるため
に、看護職として
の基礎知識を学
び看護実践に活
かすことができ
る。

17 稚内支部 10/25 1

30
37
----
35

123
----
117

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

ACPを学び、人
生の主役の意思
決定を支える自
己の役割を理解
することができる.

16 留萌支部
＜北海道委託＞（支部担当）
人生会議

07/05 1

20
11
----
11

55
----
55

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療関係者

メンタルヘルスケ
アについて理解
するを深める

18 北網支部
＜北海道委託＞（支部担当）
看護職のメンタルヘルス

09/27 1

30
14
----
14

47
----
47

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

将来の医療及び
ケアについて本
人を主体にその
ご家族や近しい
人、医療・ケア
チームが繰り返し
話し合いを行い
本人をによる意
思決定を支援
し、その人らしく
過ごすためには
どうすることが良
いか学ぶ。

19 遠紋支部
＜北海道委託＞（支部担当）
高齢者への口腔ケア

10/15 1

40
40
----
36

100
----
90

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

災害時、地域の
なかで求められ
る看護職の役割
を理解する。

20 十勝支部

＜北海道委託＞（支部担当）
地震発生時に看護・介護職と
して、あなたはどう動きます
か？

10/04 1

60
35
----
34

58
----
57

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・そ
の他

心不全の症状、
身体所見、病態
を学び、早期発
見と悪化の予防
についての理解
を深める・病態に
あった看護の実
践に活かす。

21 釧路支部
＜北海道委託＞（支部担当）
心不全看護

10/18 1

20
22
----
20

110
----
100

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

災害看護の基
本・方法を理解
し、災害時の対
応を考え、備える
ことができる。

22 根室支部
＜北海道委託＞（支部担当）
災害看護

10/04 1
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Ⅶ支部企画研修
１　開催内容、申込・受講状況

申込者 申込率

受講者 受講率

1 道南北支部 （支部企画）摂食・嚥下ケア 09/05 1 20
14
----
13

70
----
65

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

摂食・嚥下ケア,
手技を学び、看
護・介護現場に
活かす

・摂食・嚥下障害のアセスメント
と対応

中西 俊二
医療法人財団明理会
道南ロイヤル病院

2 札幌第２支部
（支部企画）多様な価値観を
理解した関わりと人材育成

08/30 1 100
87
----
83

87
----
83

・管理者・教育に携
わる者

・保健師・助産師・看
護師

多様な価値観や
考え方を尊重し
た関わりを学び、
看護現場での人
事育成に活用す
る

・多様な価値観を理解した関
わりと人材育成

村本 好孝
株式会社　ここから

3 札幌第4支部
（支部企画）アサーショント
レーニング

10/18 1 50
47
----
45

94
----
90

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療、介護関係者

効果的な自己表
現とチームビル
ディングを通じ
て、参加者がア
サーティブなコ
ミュニケーション
スキルを習得す
る。

・アサーショントレーニング 中安 隆志
北海道医療大学 看護
福祉学部
看護学科 生涯発達看
護学講座（精神看護
学）

4 室蘭支部
（支部企画）アロマを使ったリ
ラクゼーション

07/12 1 30
23
----
22

77
----
73

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

質の高い看護を
行うためにリラク
ゼーションの方法
を理解し、ストレ
スマネジメントを
機能させ心身の
健康を増進する

・アロマを使ったリラクゼーショ
ン

小野 友美
La Felice

5 日高支部
（支部企画）快眠術～意外と
知らない上手な眠り方～

07/05 1 50
30
----
25

60
----
50

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

仕事の効率や質
に対する睡眠の
影響力を正しく理
解し、よい睡眠を
とるための具体
的な方法を実践
することで、日常
の疲労回復や健
康の維持に役立
てる。

・快眠術～意外と知らない上手
な眠り方

小原 康彦
東洋羽毛北部販売株
式会社　札幌営業所

・急変患者の対応に強くなる
・演習「心肺停止」

佐藤 希
国立大学法人旭川医
科大学旭川医科大学
病院
クリティカルケア認定
看護師

 ・演習「胸痛」 上北 真理
国立大学法人旭川医
科大学旭川医科大学
病院
クリティカルケア認定
看護師

 ・演習「呼吸困難」 村上 閑香
国立大学法人旭川医
科大学旭川医科大学
病院
クリティカルケア認定
看護師

 ・演習「意識障害」 大宮 剛
国立大学法人旭川医
科大学旭川医科大学
病院
脳卒中リハビリテー
ション看護認定看護師

・褥瘡ケアについて 岡部 忍
ＪＡ北海道厚生連網走
厚生病院
皮膚・排泄ケア認定看
護師

・キネステティクス体験会 脇本 奈緒子
北見赤十字病院

8 釧路支部
（支部企画）地域医療を支え
る看看連携

08/23 1 60
29
----
27

48
----
45

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療介護関係者

地域医療におけ
る看看連携の必
要性を理解し、
支援の在り方を
学ぶ。

・地域医療を支える看看連携 川上 京
社会医療法人孝仁会
訪問看護ステーション
はまなす

20
19
----
19

95
----
95

・保健師・助産師・看
護師・准看護師・医
療、介護関係者

・最新の褥瘡ケア
について知る・動
きの支援を理解
する

7 北網支部
（支部企画）褥瘡ケア、キネス
テティクス

08/09 1

32
32
----
32

100
----
100

・経験年数２年目以
上・ 新人看護職員を
除く

・保健師・助産師・看
護師・准看護師

救急医療に関す
る専門知識を得
るとともに、急変
時のフィジカルア
セスメンチを理解
する。実践を通じ
て急変時の初期
対応を習得し、
医療現場で活か
すことができる

6 上川南支部
（支部企画）急変患者の対応
に強くなる

10/25 1

支部企画研修

※申込率：申込者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)　　　　※小数点以下四捨五入

No. 研修名
開催
期間

開催
日数

定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目 講　　　　師
担当
支部
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2025 年度 委員名簿 

認定看護管理者教育運営委員名簿 

    委員長 玉井 留理子 

青木 美香 工藤 昭子 小林 紀子 須佐 庸子 

下山 美由紀 鈴木 直美 山本 純子 小野 博子 

北海道看護協会教育委員名簿 

   委員長 髙橋 明子 

齊藤 ひとみ 奧田 厚子 友廣 さき 米重 順子 

吉田 奈美江 吉岡 尚美 佐藤 由佳子 小原 歩 

水野 織絵    

※2026 年 3 月末現在 
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